
(57)【要約】

【課題】輝度低下及びフリッカー発生を最小化しながら

、ブラリング現象を防止し、側面視認性を向上させるこ

とができる液晶表示装置及びその駆動方法を提供する。

【解決手段】複数のゲート線、複数のデータ線、第１及

び第２副画素電極を含む複数の画素、ゲート線にゲート

オン電圧を印加するゲート駆動部、そしてデータ線に第

１及び第２正規映像データ電圧とインパルシブデータ電

圧を印加するデータ駆動部を含み、第１副画素電極と第

２副画素電極に各々印加される第１及び第２正規映像デ

ータ電圧は１つの映像情報から得られて互いに異なり、

インパルシブデータ電圧は第１及び第２副画素電極のう

ちのいずれか１つに印加される。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 と 、
　 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 と イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線
と 、
　 前 記 ゲ ー ト 線 及 び 前 記 デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て お り 、 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 を 含 む 複 数
の 画 素 と 、
　 前 記 ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ て 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 印 加 す る ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
　 前 記 デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 と 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ
ー タ 電 圧 を 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と 、
を 含 み 、
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 に 各 々 印 加 さ れ る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像
デ ー タ 電 圧 は １ つ の 映 像 情 報 か ら 得 ら れ て 互 い に 異 な り 、
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 の う ち の い ず れ か １ つ に
印 加 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 は 前 記 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 よ り 大 き く 、 前 記 第 １ 副 画
素 電 極 の 面 積 は 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 面 積 よ り 小 さ い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 よ り 小 さ い 、 請 求
項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 最 も 低 い 階 調 の 電 圧 、 ブ ラ ッ ク を 表 示 す る 階 調 の 電 圧 及
び 所 定 範 囲 の 輝 度 を 出 す 階 調 の 電 圧 の う ち の い ず れ か １ つ で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 Ｍ 個 の 束 の 映 像 情 報 を 受 け て 各 Ｍ 個 の 束 の 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ に 変 換 し 、 １ つ
の 束 の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ を 生 成 し て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 及 び 前 記 イ ン パ ル
シ ブ デ ー タ を 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 伝 送 す る 信 号 制 御 部 を さ ら に 含 む （ Ｍ は 自 然 数 ） 、 請 求
項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 正 規 映 像 デ ー タ は 前 記 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ よ り 大 き く 、 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー
タ は 前 記 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ よ り 小 さ い 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 互 い に 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ 階 調 電 圧 集 合 を 生 成 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 階 調 電 圧 集 合 か ら
前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 を 各 々 選 択 し て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 各 々
印 加 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 各 々 接 続 さ れ て い る 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 を さ
ら に 含 み 、
　 前 記 ゲ ー ト 線 は 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 各 々 接 続 さ れ て い る 第 １ 及 び 第 ２
ゲ ー ト 線 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 複 数 の 画 素 行 の 第 ２ 副 画 素 電 極 に 同 時 に 印 加 さ れ る 、 請
求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 は 各 々 複 数 の 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に
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交 互 で あ っ て 順 に 印 加 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 １ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 前 記 第 １ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 １ 及
び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 を 交 互 で 順 次 に 各 々 印 加 し た 後 、 第 ２ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 ２
副 画 素 電 極 に 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 同 時 に 印 加 す る （ Ｍ は 自 然 数 ） 、 請 求 項 ９ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 ２ 副 画 素 電 極 に 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 印 加 し た
後 、 前 記 第 １ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 印 加 さ れ た 前 記 第 １ 及 び 第 ２
正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 の 極 性 と 異 な る 所 定 の 先 充 電 電 圧 を 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 す る 、 請 求 項
１ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 複 数 の 出 力 端 子 を 接 続 し 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 は 前 記 第 ２ ゲ ー ト 線 に
前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 印 加 す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 は 複 数 の 水 平 周 期 の 間 に 前 記 第 ２ ゲ ー ト 線 に 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 複
数 回 印 加 す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 は 複 数 の 画 素 行 の 第 ２ ゲ ー ト 線 に 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 同 時 に 印 加 す
る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 各 々 接 続 さ れ て い る 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 を さ
ら に 含 み 、
　 前 記 デ ー タ 線 は 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 各 々 接 続 さ れ て い る 第 １ 及 び 第 ２
デ ー タ 線 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 第 １ 番 目 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 前 記 第 １ 番 目 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映
像 デ ー タ 電 圧 が 各 々 印 加 さ れ た 後 、 第 ２ 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 前 記 第 ２ 画 素
行 の 第 １ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 及 び 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 が 各 々 印 加 さ れ る 、 請 求 項
１ ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 を 含 む 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 を 各 々 印 加 す る 段 階 と
、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 の う ち の い ず れ か １ つ に イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 印 加 す
る 段 階 と 、
を 含 み 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 は 、 １ つ の 映 像 情 報 か ら 得 ら れ る と と も に
互 い に 異 な る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 は 前 記 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 よ り 大 き く 、 前 記 第 １ 副 画
素 電 極 の 面 積 は 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 面 積 よ り 小 さ い 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置
の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 複 数 の 画 素 行 の 第 ２ 副 画 素 電 極 に 同 時 に 印 加 さ れ る 、 請
求 項 ２ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 最 も 低 い 階 調 の 電 圧 、 ブ ラ ッ ク を 表 示 す る 階 調 の 電 圧 及
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び 所 定 範 囲 の 輝 度 を 出 す 階 調 の 電 圧 の う ち の い ず れ か １ つ で あ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 Ｍ 個 の 束 の 映 像 情 報 を 受 け て 各 Ｍ 個 の 束 の 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ に 変 換 し 、 １ つ
の 束 の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ を 生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ と 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映
像 デ ー タ 電 圧 と 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 に 各 々 変 換 す る 段 階 と 、
を さ ら に 含 む （ Ｍ は 自 然 数 ） 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ 正 規 映 像 デ ー タ は 前 記 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ よ り 大 き く 、 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー
タ は 前 記 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ よ り 小 さ い 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 印 加 段 階 は 、
　 互 い に 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ 階 調 電 圧 集 合 を 生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 階 調 電 圧 集 合 か ら 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 を 各 々 選 択 す
る 段 階 と 、
を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 印 加 段 階 は 、 第 １ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 １ 及 び 第
２ 副 画 素 電 極 に 前 記 第 １ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 を 交 互 で あ
っ て 順 に 各 々 印 加 す る 段 階 を 含 み 、
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 印 加 段 階 は 、 第 ２ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 ２ 副 画 素 電 極 に 前
記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 同 時 に 印 加 す る 段 階 を 含 む （ Ｍ は 自 然 数 ） 、 請 求 項 １ ９ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 印 加 段 階 は 、 第 １ 番 目 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画
素 電 極 に 前 記 第 １ 番 目 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 を 各 々 印 加 す る 段 階 を 含
み 、
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 印 加 段 階 は 、 第 ２ 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 前 記
第 ２ 画 素 行 の 第 １ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 及 び 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 各 々 印 加 す る 段
階 を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 現 在 最 も 広 く 使 用 さ れ て い る 平 板 表 示 装 置 の う ち の １ つ で あ っ て 、 画 素
電 極 と 共 通 電 極 な ど 、 電 場 生 成 電 極 が 形 成 さ れ て い る ２ 枚 の 表 示 板 と 、 そ の 間 に 挿 入 さ れ
て い る 液 晶 層 か ら な り 、 電 場 生 成 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 液 晶 層 に 電 場 を 生 成 し 、 こ れ を 通
じ て 液 晶 層 の 液 晶 分 子 の 配 向 を 決 め て 入 射 光 の 偏 光 を 制 御 す る こ と に よ っ て 映 像 を 表 示 す
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 中 で も 電 場 が 印 加 さ れ な い 状 態 で 液 晶 分 子 の 長 軸 を 上 下 表 示 板 に 対 し て
垂 直 を な す よ う に 配 列 し た 垂 直 配 向 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は コ ン ト ラ ス ト 比 が 大 き く て 広 い
基 準 視 野 角 の 実 現 が 容 易 で あ る の で 注 目 さ れ て い る 。 こ こ で 、 基 準 視 野 角 と は コ ン ト ラ ス
ト 比 が １ :１ ０ で あ る 視 野 角 ま た は 階 調 間 輝 度 反 転 限 界 角 度 を 意 味 す る 。
　 垂 直 配 向 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 で 広 視 野 角 を 実 現 す る た め の 手 段 と し て は 、 電 場 生 成 電 極
に 切 開 部 を 形 成 す る 方 法 と 電 場 生 成 電 極 上 に 突 起 を 形 成 す る 方 法 な ど が あ る 。 切 開 部 と 突
起 で 液 晶 分 子 の 傾 斜 方 向 を 決 め る こ と が で き る の で 、 こ れ ら を 使 用 し て 液 晶 分 子 の 傾 斜 方

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-25691 A 2007.2.1



向 を 多 様 な 方 向 に 分 散 さ せ る こ と で 基 準 視 野 角 を 広 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 垂 直 配 向 モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 は 前 面 視 認 性 に 比 べ て 側 面 視 認 性 が 落 ち る 。 例
え ば 、 切 開 部 が 備 え ら れ た PVA（ patterned vertically aligned） モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置
の 場 合 に は 、 側 面 へ 行 く ほ ど 映 像 が 明 る く な っ て 、 激 し い 場 合 に は 高 い 階 調 の 間 の 輝 度 差
が な く な っ て 画 面 が 崩 れ て い る よ う に 見 え る 場 合 も 発 生 す る 。
　 側 面 視 認 性 を 改 善 す る た め に １ つ の 画 素 を ２ つ の 副 画 素 に 分 割 し 、 ２ つ の 副 画 素 を 容 量
性 結 合 さ せ た 後 、 一 方 の 副 画 素 に は 直 接 電 圧 を 印 加 し 、 他 方 の 副 画 素 に は 容 量 性 結 合 に よ
る 電 圧 下 降 を 起 こ し て ２ つ の 副 画 素 の 電 圧 を 異 な ら せ る こ と で 透 過 率 を 異 な ら せ る 方 法 が
提 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 液 晶 表 示 装 置 は ホ ー ル ド タ イ プ （ hold type） の 表 示 装 置 で あ る の で 、 動 映 像 を
表 示 す る 時 に 物 体 の 輪 郭 （ edge） が 鮮 明 で な く て 薄 く な る ブ ラ リ ン グ （ blurring） 現 象 が
発 生 す る 。 ブ ラ リ ン グ 現 象 を な く す た め に 、 表 示 し よ う と す る 正 規 映 像 を 表 示 し な が ら 、
そ の 中 間 に ブ ラ ッ ク 映 像 を 表 示 す る イ ン パ ル シ ブ （ impulsive） 駆 動 方 式 が 開 発 さ れ た 。
し か し 、 イ ン パ ル シ ブ 駆 動 方 式 に よ れ ば 、 ブ ラ ッ ク 映 像 が 表 示 さ れ る の で 全 体 的 に 輝 度 が
低 下 し 、 ブ ラ ッ ク 映 像 と 正 規 映 像 の 境 界 部 分 で 画 面 が 点 灯 す る フ リ ッ カ ー が 発 生 す る こ と
が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 技 術 的 課 題 は 、 輝 度 低 下 及 び フ リ ッ カ ー 発 生 を 最 小
化 し な が ら 、 ブ ラ リ ン グ 現 象 を 防 止 し 、 側 面 視 認 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 液 晶 表 示 装
置 及 び そ の 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 技 術 的 課 題 を 構 成 す る た め の 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、
ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 、 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 と イ ン パ ル
シ ブ デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 、 前 記 ゲ ー ト 線 及 び 前 記 デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て
い て 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 を 含 む 複 数 の 画 素 、 前 記 ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ て 前 記 ゲ ー ト オ
ン 電 圧 を 印 加 す る ゲ ー ト 駆 動 部 、 そ し て 前 記 デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規
映 像 デ ー タ 電 圧 と 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 を 含 み 、 前 記 第 １
副 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 に 各 々 印 加 さ れ る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧
は １ つ の 映 像 情 報 か ら 得 ら れ て 互 い に 異 な り 、 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 前 記 第 １ 及
び 第 ２ 副 画 素 電 極 の う ち の い ず れ か １ つ に 印 加 さ れ る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 第 １ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 は 前 記 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 よ り 大 き く 、 前 記 第 １ 副 画
素 電 極 の 面 積 は 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 面 積 よ り 小 さ く て も よ い 。
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 に 印 加 で き る 。
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 よ り 小 さ く て も よ
い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 最 も 低 い 階 調 の 電 圧 、 ブ ラ ッ ク を 表 示 す る 階 調 の 電 圧 及
び 所 定 範 囲 の 輝 度 を 出 す 階 調 の 電 圧 の う ち の い ず れ か １ つ で あ っ て も よ い 。
　 Ｍ 個 の 束 の 映 像 情 報 を 受 け て 各 Ｍ 個 の 束 の 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ に 変 換 し 、 １ つ
の 束 の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ を 生 成 し て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 及 び 前 記 イ ン パ ル
シ ブ デ ー タ を 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 伝 送 す る 信 号 制 御 部 を さ ら に 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 １ 正 規 映 像 デ ー タ は 前 記 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ よ り 大 き く 、 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー
タ は 前 記 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ よ り 小 さ く て も よ い 。
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　 互 い に 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ 階 調 電 圧 集 合 を 生 成 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 階 調 電 圧 集 合 か ら
前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 を 各 々 選 択 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 各
々 印 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 各 々 接 続 さ れ て い る 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 を さ
ら に 含 み 、 前 記 ゲ ー ト 線 は 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 各 々 接 続 さ れ て い る 第 １
及 び 第 ２ ゲ ー ト 線 を 含 む こ と が で き る 。
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 複 数 の 画 素 行 の 第 ２ 副 画 素 電 極 に 同 時 に 印 加 で き る 。
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 は 各 々 複 数 の 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に
交 互 で あ っ て 順 に 印 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 前 記 第 １ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 １ 及
び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 を 交 互 で あ っ て 順 に 各 々 印 加 し た 後 、 第 ２ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の
第 ２ 副 画 素 電 極 に 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 同 時 に 印 加 す る こ と が で き る 。
　 前 記 第 ２ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 ２ 副 画 素 電 極 に 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 印 加 し た
後 、 前 記 第 １ 番 目 Ｍ 個 の 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 印 加 さ れ た 前 記 第 １ 及 び 第 ２
正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 の 極 性 と 異 な る 所 定 の 先 充 電 電 圧 を 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 複 数 の 出 力 端 子 を 接 続 し 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 は 前 記 第 ２ ゲ ー ト 線 に
前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る 。
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 は 複 数 の 水 平 周 期 の 間 に 前 記 第 ２ ゲ ー ト 線 に 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 複
数 回 印 加 す る こ と が で き る 。
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 は 複 数 の 画 素 行 の 第 ２ ゲ ー ト 線 に 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 同 時 に 印 加 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 各 々 接 続 さ れ て い る 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 を さ
ら に 含 み 、 前 記 デ ー タ 線 は 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 各 々 接 続 さ れ て い る 第 １
及 び 第 ２ デ ー タ 線 を 含 む こ と が で き る 。
　 第 １ 番 目 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 前 記 第 １ 番 目 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映
像 デ ー タ 電 圧 が 各 々 印 加 さ れ た 後 、 第 ２ 画 素 行 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 前 記 第 ２ 画 素
行 の 第 １ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 及 び 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 各 々 印 加 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 に よ る 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 を 含 む 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置
の 駆 動 方 法 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 を 各 々 印
加 す る 段 階 、 そ し て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 の う ち の い ず れ か １ つ に イ ン パ ル シ ブ デ
ー タ 電 圧 を 印 加 す る 段 階 を 含 み 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 は １ つ の 映 像 情 報
か ら 得 ら れ る と と も に 互 い に 異 な る よ う に 構 成 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 画 素 行 に イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 同 時 に 表 示 す る こ と に よ っ て イ ン
パ ル シ ブ 映 像 を 表 示 す る た め の 駆 動 時 間 を 相 対 的 に 減 ら す こ と が で き る の で 、 画 像 電 圧 の
充 電 率 を 高 め る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 充 電 率 不 足 に よ る フ リ ッ カ ー 発 生 を 最 小 化 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 イ ン パ ル シ ブ 映 像 を １ つ の 副 画 素 に 表 示 し 、 他 の 副 画 素 に 正 規 映 像 を
表 示 す る こ と に よ っ て ブ ラ リ ン グ を 防 止 し な が ら 、 輝 度 低 下 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常
の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。
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　 図 面 に お い て 多 様 な 層 及 び 領 域 を 明 確 に 表 現 す る た め に 厚 さ を 拡 大 し て 示 し た 。 明 細 書
全 体 に わ た っ て 類 似 す る 部 分 に つ い て は 同 一 図 面 符 号 を 付 け た 。 層 、 膜 、 領 域 、 板 な ど の
部 分 が 他 の 部 分 の “ 上 ” に あ る と す る 時 、 こ れ は 他 の 部 分 の “ 直 上 ” に あ る 場 合 だ け で な
く 、 そ の 中 間 に 他 の 部 分 が あ る 場 合 も 含 む 。 反 対 に 、 あ る 部 分 が 他 の 部 分 の “ 直 上 ” に あ
る と す る 時 に は 中 間 に 他 の 部 分 が な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 詳 細
に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ２ は 本 発 明 の
１ つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
　 図 １ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３
０ ０ 及 び 、 こ れ と 接 続 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 、 デ ー タ 駆 動 部
５ ０ ０ に 接 続 さ れ た 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ 、 そ し て こ れ ら を 制 御 す る 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ を
含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ は 等 価 回 路 で 見 る 時 、 複 数 の 信 号 線 Ｇ i 、 Ｄ j （ ｉ ＝ １ ， ２ ， …
， ｎ 、 ｊ ＝ １ ， ２ ， … ， ｍ と 、 こ れ に 接 続 さ れ て い て ほ ぼ 行 列 形 態 で 配 列 さ れ た 複 数 の 画
素 Ｐ Ｘ を 含 む 。 こ れ に 反 し 、 図 ２ に 示 し た 構 造 で 見 る 時 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ は 互 い
に 対 向 す る 下 部 及 び 上 部 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ と 、 そ の 間 に 入 っ て い る 液 晶 層 ３ を 含 む 。
　 信 号 線 Ｇ i 、 Ｄ j は ゲ ー ト 信 号 （ “ 走 査 信 号 ” と も 言 う ） を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 Ｇ i

と デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 Ｄ j を 含 む 。 ゲ ー ト 線 は ほ ぼ 行 方 向 に 延 び て 互 い
に ほ ぼ 平 行 で あ り 、 デ ー タ 線 は ほ ぼ 列 方 向 に 延 び て 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 各 画 素 PXは 信 号 線 Ｇ i 、 Ｄ j に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ と 、 こ れ に 接 続 さ れ た 液 晶
キ ャ パ シ タ Ｃ L C 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T を 含 む 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T は 必 要
に よ っ て 省 略 す る こ と が で き る 。
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ は 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 設 け ら れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど の 三 端
子 素 子 で あ っ て 、 そ の 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 Ｇ i と 接 続 さ れ て お り 、 入 力 端 子 は デ ー タ 線 Ｄ j

と 接 続 さ れ て お り 、 出 力 端 子 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T と 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C は 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ １ と 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 共 通 電
極 ２ ７ ０ を ２ つ の 端 子 と し 、 ２ つ の 電 極 １ ９ １ 、 ２ ７ ０ の 間 の 液 晶 層 ３ は 誘 電 体 と し て 機
能 す る 。 画 素 電 極 １ ９ １ は ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ と 接 続 さ れ 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ は 上 部 表 示 板
２ ０ ０ の 前 面 に 形 成 さ れ て い て 共 通 電 圧 Vcomの 印 加 を 受 け る 。 図 ２ と は 異 な っ て 、 共 通 電
極 ２ ７ ０ を 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 設 け る こ と も で き 、 こ の 時 に は ２ つ の 電 極 １ ９ １ 、 ２ ７ ０
の う ち の 少 な く と も １ つ が 線 状 ま た は 棒 状 に 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C の 補 助 的 な 役 割 を 果 た す ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T は 、 下 部 表 示 板
１ ０ ０ に 設 け ら れ た 別 個 の 信 号 線 （ 図 示 せ ず ） と 画 素 電 極 １ ９ １ が 絶 縁 体 を 間 に 置 い て 重
な っ て な り 、 こ の 別 個 の 信 号 線 に は 共 通 電 圧 Vcomな ど の 決 め ら れ た 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 し
か し 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T は 画 素 電 極 １ ９ １ が 絶 縁 体 を 媒 介 と し て 直 上 の 前 段 ゲ ー
ト 線 と 重 な っ て 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 色 表 示 を 実 現 す る た め に は 各 画 素 PXが 基 本 色 の う ち の １ つ を 固 有 に 表 示 し た り （
空 間 分 割 ） 、 各 画 素 PXが 時 間 に よ っ て 交 互 に 基 本 色 を 表 示 し た り （ 時 間 分 割 ） し て 、 こ れ
ら 基 本 色 の 空 間 的 、 時 間 的 合 計 で 所 望 す る 色 相 を 認 識 さ せ る 。 基 本 色 の 例 と し て は 、 赤 色
、 緑 色 、 青 色 な ど の 三 原 色 が あ る 。 図 ２ は 空 間 分 割 の 一 例 で 、 各 画 素 PXが 画 素 電 極 １ ９ １
に 対 応 す る 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 領 域 に 基 本 色 の う ち の １ つ を 示 す 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ を 備
え る こ と を 示 し て い る 。 図 ２ と は 異 な っ て 、 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ は 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画
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素 電 極 １ ９ １ の 上 ま た は 下 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の 外 側 面 に は 光 を 偏 光 さ せ る 少 な く と も １ つ の 偏 光 子 （ 図 示 せ
ず ） が 付 着 さ れ て い る 。
　 再 び 図 １ を 参 照 す れ ば 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ は 画 素 PXの 透 過 率 と 関 す る ２ つ の 階 調 電
圧 集 合 （ ま た は 基 準 階 調 電 圧 集 合 ） を 生 成 す る 。 ２ つ の （ 基 準 ） 階 調 電 圧 集 合 は 互 い に 異
な る ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 生 成 さ れ 、 各 （ 基 準 ） 階 調 電 圧 集 合 は 共 通 電 圧 Vcomに 対 し て 正
の 値 を 有 す る も の と 負 の 値 を 有 す る も の を 含 む 。 し か し 、 ２ つ の （ 基 準 ） 階 調 電 圧 集 合 の
代 わ り に １ つ の （ 基 準 ） 階 調 電 圧 集 合 の み を 生 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の ゲ ー ト 線 Ｇ i と 接 続 さ れ て ゲ ー ト オ ン
電 圧 Vonと ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffの 組 み 合 わ せ か ら な る ゲ ー ト 信 号 Vgを ゲ ー ト 線 Ｇ i に 印 加 す
る 。
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の デ ー タ 線 Ｄ j と 接 続 さ れ て お り 、 階 調
電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら の ２ つ の 階 調 電 圧 集 合 の う ち の １ つ を 選 択 し 、 選 択 さ れ た 階 調 電 圧
集 合 に 属 す る １ つ の 階 調 電 圧 を デ ー タ 信 号 と し て デ ー タ 線 Ｄ j に 印 加 す る 。 し か し 、 階 調
電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ が 全 て の 階 調 に 対 応 す る 電 圧 を 全 て 提 供 す る 必 要 は な く 、 決 め ら れ た 数
の 基 準 階 調 電 圧 の み を 提 供 す る よ う に 構 成 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 デ ー タ 駆 動 部
５ ０ ０ は 基 準 階 調 電 圧 を 分 圧 し て 全 体 階 調 に 対 す る 階 調 電 圧 を 生 成 し 、 こ の 中 か ら デ ー タ
信 号 を 選 択 す る よ う に 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ な ど を 制 御 す る 。
　 こ の よ う な 駆 動 装 置 ４ ０ ０ 、 ５ ０ ０ 、 ６ ０ ０ 、 ８ ０ ０ の 各 々 は 少 な く と も １ つ の 集 積 回
路 チ ッ プ の 形 態 で 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ 上 に 直 接 装 着 さ れ た り 、 可 撓 性 印 刷 回 路 膜 （ 図
示 せ ず ） 上 に 装 着 さ れ て TCP（ tape carrier package） の 形 態 で 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０
に 付 着 す る よ う に 構 成 で き 、 別 途 の 印 刷 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） 上 に 装 着 す る こ と も 可 能 で
あ る 。 こ れ と は 異 な っ て 、 こ れ ら 駆 動 装 置 ４ ０ ０ 、 ５ ０ ０ 、 ６ ０ ０ 、 ８ ０ ０ を 複 数 の 駆 動
回 路 形 態 で 集 積 し て 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ に 実 装 す る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 ま
た 、 駆 動 装 置 ４ ０ ０ 、 ５ ０ ０ 、 ６ ０ ０ 、 ８ ０ ０ は 単 一 チ ッ プ に 集 積 す る 必 要 は な く 、 こ れ
ら の う ち の 少 な く と も １ つ ま た は こ れ ら を 構 成 す る 少 な く と も １ つ の 回 路 素 子 を 単 一 チ ッ
プ の 外 側 に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 に つ い て 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る
。
　 図 ３ は 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ
り 、 図 ４ は 図 ３ に 示 し た 駆 動 信 号 に よ っ て 表 示 さ れ る 画 像 を １ つ の フ レ ー ム の 間 に 表 示 し
た 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 機 （ 図 示 せ ず ） か ら 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、
Ｂ 及 び そ の 表 示 を 制 御 す る 入 力 制 御 信 号 を 受 信 す る 。 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ は 各 画 素 Ｐ
Ｘ の 輝 度 情 報 を 含 ん で お り 、 輝 度 は 決 め ら れ た 数 、 例 え ば 、 １ ０ ２ ４ （ ＝ ２ 1 0 ） 、 ２ ５ ６
（ ＝ ２ 8 ） ま た は ６ ４ （ ＝ ２ 6 ） 個 の 階 調 を 有 し て い る 。 入 力 制 御 信 号 の 例 と し て は 垂 直 同
期 信 号 Vsyncと 水 平 同 期 信 号 Hsync、 メ イ ン ク ロ ッ ク （ MCLK） 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DEな
ど が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ と 入 力 制 御 信 号 に 基 づ い て 入 力 映 像 信 号 Ｒ
、 Ｇ 、 Ｂ を 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ の 動 作 条 件 に 合 わ せ て 適 切 に
処 理 し 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1及 び デ ー タ 制 御 信 号 CONT2な ど を 生 成 し た 後 、 ゲ ー ト 制 御 信
号 CONT1を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ に 出 力 し 、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2と 処 理 し た 映 像 信 号 DATを
デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 出 力 す る 。 出 力 映 像 信 号 DATは デ ジ タ ル 信 号 と し て 決 め ら れ た 数 の
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値 （ ま た は 階 調 ） を 有 し 、 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ に 基 づ い て 作 っ た 正 規 映 像 デ ー タ と イ
ン パ ル シ ブ 駆 動 の た め の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1は 走 査 開 始 を 指 示 す る 走 査 開 始 信 号 STV、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 出
力 時 期 を 制 御 す る ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 CPV及 び ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 持 続 時 間 を 限 定 す る 少
な く と も １ つ の 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEを 含 む 。
　 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2は １ つ の 画 素 行 の 出 力 映 像 信 号 DATの 伝 送 開 始 を 知 ら せ る 水 平 同 期
開 始 信 号 STHと 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ に デ ー タ 信 号 を 印 加 す る こ と を 命 令 す る ロ ー ド
信 号 LOAD及 び デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 HCLKを 含 む 。 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2は ま た 共 通 電 圧 Vcom
に 対 す る デ ー タ 信 号 の 電 圧 極 性 （ 以 下 、 “ 共 通 電 圧 に 対 す る デ ー タ 信 号 の 電 圧 極 性 ” を “
デ ー タ 信 号 の 極 性 ” と 言 う ） を 反 転 さ せ る 反 転 信 号 RVSを さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は Ｍ 個 の 束 の 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ を Ｍ 個 の 束 の 正 規 映 像 デ ー タ に
変 換 し 、 １ つ の 束 の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ を 生 成 し て Ｍ 個 の 束 の 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ が
入 力 さ れ る 時 間 と 実 質 的 に 同 一 の 時 間 の 間 に （ Ｍ ＋ １ ） 個 の 束 の 出 力 映 像 信 号 DATを 出 力
す る （ Ｍ は 自 然 数 ） 。 し た が っ て 、 水 平 同 期 開 始 信 号 STHの 周 波 数 は 水 平 同 期 信 号 Hsyncの
周 波 数 の （ Ｍ ＋ １ ） /Ｍ 倍 と な る 。 ま た 、 出 力 映 像 信 号 DATが 同 期 さ れ る デ ー タ ク ロ ッ ク 信
号 HCLKの 周 波 数 は 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ が 同 期 さ れ る メ イ ン ク ロ ッ ク MCLKの 周 波 数 の （
Ｍ ＋ １ ） /Ｍ 倍 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 図 ３ に は Ｍ を ３ と し て 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の デ ー タ 制 御 信 号 CONT2に よ っ て デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は １ つ の 画
素 行 の 出 力 映 像 信 号 DATを 受 信 し 、 各 出 力 映 像 信 号 DATに 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 す る こ と
に よ っ て 出 力 映 像 信 号 DATを ア ナ ロ グ デ ー タ 電 圧 Vdに 変 換 し た 後 、 こ れ を 当 該 デ ー タ 線 Ｄ j

に 印 加 す る 。 デ ー タ 電 圧 Vdは 正 規 映 像 デ ー タ が 変 換 さ れ た 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 Ｎ と イ ン パ
ル シ ブ デ ー タ が 変 換 さ れ た イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 Ｉ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は ロ ー ド 信 号 LOADに 同 期 し て デ ー タ 電 圧 が デ ー タ 線 Ｄ j に 印
加 さ れ る 前 に チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ を 行 う 。 こ の よ う な デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ の 動 作 に つ い
て は 以 下 に 説 明 す る 。
　 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ が ２ つ の 階 調 電 圧 集 合 を 生 成 す る 場 合 、 正 規 映 像 デ ー タ と イ ン パ
ル シ ブ デ ー タ の 階 調 値 は 同 一 で あ り 、 正 規 映 像 デ ー タ と イ ン パ ル シ ブ デ ー タ に 対 し て 互 い
に 異 な る 階 調 電 圧 集 合 が そ れ ぞ れ 対 応 し 、 各 階 調 に 対 す る 階 調 電 圧 は 互 い に 異 な る 場 合 が
あ る 。 正 規 映 像 デ ー タ が 示 す ガ ン マ 曲 線 は 液 晶 表 示 装 置 の 特 性 に よ っ て 決 め ら れ 、 イ ン パ
ル シ ブ デ ー タ が 示 す ガ ン マ 曲 線 は 正 規 映 像 デ ー タ が 示 す ガ ン マ 曲 線 に 比 べ て 低 い 輝 度 を 示
す 。 場 合 に よ っ て は イ ン パ ル シ ブ デ ー タ が 示 す ガ ン マ 曲 線 が 全 て の 階 調 に 対 し て ブ ラ ッ ク
を 示 し た り 、 任 意 の 一 定 の 輝 度 を 示 し た り す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ と 異 な っ て 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ が １ つ の 階 調 電 圧 集 合 を 生 成 す る 場 合 、 入 力 映
像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ を 所 定 の 規 則 に よ っ て 補 正 し て イ ン パ ル シ ブ デ ー タ を 作 る こ と も で き る
。 同 一 の 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ に 対 し て 、 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ の 階 調 値 は 正 規 映 像 デ ー
タ の 階 調 値 よ り 小 さ く 、 場 合 に よ っ て は イ ン パ ル シ ブ デ ー タ が 任 意 の 一 定 階 調 を 有 す る よ
う に 構 成 で き る 。 一 定 の 階 調 は 最 も 低 い 階 調 で あ る か 、 ブ ラ ッ ク ま た は 所 定 範 囲 の 輝 度 を
示 す 所 定 レ ベ ル の 階 調 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1に よ っ て ゲ ー ト オ
ン 電 圧 Vonを 少 な く と も １ つ の ゲ ー ト 線 Ｇ i に 印 加 し て 、 こ の ゲ ー ト 線 Ｇ i に 接 続 さ れ た ス
イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ を 導 通 さ せ る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 Ｄ j に 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 Vdが 導
通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ を 通 じ て 当 該 画 素 Ｐ Ｘ に 印 加 さ れ る 。
　 画 素 Ｐ Ｘ に 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 Vdと 共 通 電 圧 Vcomの 差 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C の 充 電 電
圧 、 つ ま り 、 画 素 電 圧 と し て 示 さ れ る 。 液 晶 分 子 は 画 素 電 圧 の 大 き さ に よ っ て そ の 配 列 を
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異 な ら せ 、 そ れ に よ っ て 液 晶 層 ３ を 通 過 す る 光 の 偏 光 が 変 化 す る 。 こ の よ う な 偏 光 の 変 化
は 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ に 付 着 さ れ た 偏 光 子 に よ っ て 光 の 透 過 率 変 化 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 水 平 周 期 （ “ １ H” と も 言 う ） を 単 位 と し て こ の よ う な 過 程 を 繰 り 返 す こ と で 、 全 て
の 画 素 PXに 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 Ｎ 及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 Ｉ を 印 加 し て １ つ の フ レ ー
ム の 正 規 映 像 及 び イ ン パ ル シ ブ 映 像 を １ つ の フ レ ー ム の 間 に １ 回 ず つ 表 示 す る 。
　 １ つ の フ レ ー ム が 終 わ れ ば 、 次 の フ レ ー ム が 始 ま り 、 各 画 素 PXに 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧
Vdの 極 性 が 直 前 フ レ ー ム に お け る 極 性 と 反 対 に な る よ う に 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 印 加 さ
れ る 反 転 信 号 RVSの 状 態 を 制 御 す る こ と が で き る （ “ フ レ ー ム 反 転 ” ） 。 こ の 時 、 １ つ の
フ レ ー ム 内 で も 反 転 信 号 RVSの 特 性 に よ っ て １ つ の デ ー タ 線 を 通 じ て 流 れ る 正 規 映 像 デ ー
タ 電 圧 Ｎ の 極 性 を 変 え る こ と が で き る （ 例 え ば :行 反 転 、 点 反 転 ） 。 こ れ と 異 な っ て 、 一
束 の 画 素 に 印 加 さ れ る 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 Ｎ の 極 性 を 互 い に 異 な る よ う に 構 成 す る こ と も
で き る （ 例 え ば :列 反 転 、 点 反 転 ） 。 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 Ｉ の 極 性 も 反 転 信 号 RVSに よ
っ て 変 わ る が 、 図 ３ と 異 な っ て 任 意 の 極 性 に な っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 正 規 映 像 は 第 １ 番 目 画 素 行 か ら 下 へ １ 画 素 行 ず つ 順 に 表 示 さ れ 、 イ ン パ ル シ ブ 映 像 は ｋ
番 目 画 素 行 か ら 下 へ 一 度 に ３ 画 素 行 ず つ 順 に 表 示 さ れ る 。 こ の よ う に 表 示 す れ ば 、 ｋ 行 の
幅 を 有 す る イ ン パ ル シ ブ 映 像 帯 （ band） が 回 転 し て い る よ う に 示 さ れ る 。 必 要 に 応 じ て 正
規 映 像 及 び イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 下 か ら 開 始 し て 上 側 方 向 に 表 示 す る こ と も で き る 。 こ れ に
つ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 走 査 開 始 信 号 STVは 正 規 映 像 デ ー タ 用 パ ル ス P1と イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 パ ル ス （ 図 示 せ
ず ） を 含 み 、 第 １ 番 目 画 素 行 の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ て い る ゲ ー ト 駆 動 回 路 （ ま た は 集 積 回
路 チ ッ プ ） に 印 加 さ れ る 。 正 規 映 像 デ ー タ 用 パ ル ス P1は １ Hの 幅 を 有 し 、 イ ン パ ル シ ブ デ
ー タ 用 パ ル ス は ４ Hの 幅 を 有 す る 。 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 パ ル ス の 発 生 時 期 は 、 イ ン パ ル
シ ブ 映 像 が 表 示 さ れ る 位 置 に 基 づ い て 決 め ら れ る 。 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 Ｎ が 第 １ ～ 第 ３ 画
素 行 の 画 素 PXに 印 加 さ れ た 後 、 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 Ｉ が ｋ 番 目 ～ （ ｋ +２ ） 番 目 画 素
行 の 画 素 PXに 印 加 さ れ る と 、 正 規 映 像 デ ー タ 用 パ ル ス P1が 生 成 さ れ た 後 、 （ ｎ -ｋ ） ／ ｎ
垂 直 周 期 が 経 過 し た 時 点 で イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 パ ル ス が 生 成 さ れ る （ ｎ は 縦 解 像 度 ） 。
１ つ の フ レ ー ム の 間 に 正 規 映 像 デ ー タ 用 パ ル ス P1と イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 パ ル ス は １ つ ず
つ 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 段 ゲ ー ト 駆 動 回 路 で 生 成 さ れ る キ ャ リ ー 信 号 CSも ま た 正 規 映 像 デ ー タ 用 パ ル ス （ 図 示
せ ず ） と イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 パ ル ス P2を 含 み 、 走 査 開 始 信 号 STVが 印 加 さ れ る ゲ ー ト 駆
動 回 路 以 外 の 各 ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 印 加 さ れ る 。 走 査 開 始 信 号 STVの イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用
パ ル ス に よ っ て 走 査 開 始 信 号 STVの 正 規 映 像 デ ー タ 用 パ ル ス P1が 第 １ ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 印
加 さ れ る 時 、 ｋ 番 目 画 素 行 の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ て い る ゲ ー ト 駆 動 回 路 に キ ャ リ ー 信 号 CS
の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 パ ル ス P2が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 各 ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 提 供 さ れ て 各 ゲ ー ト 駆 動 回 路 が 出 力 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 持 続
時 間 を 限 定 す る 複 数 の 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEは 、 正 規 映 像 デ ー タ 用 波 形 OENと イ ン パ ル シ
ブ デ ー タ 用 波 形 OEIの ２ 種 類 の 波 形 を 有 し 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ の 制 御 に よ っ て 適 切 な 時 期
に 波 形 が 変 わ る 。 こ の ２ つ の 波 形 OEN、 OEIは 互 い に 反 転 し た 形 態 で あ り 、 周 期 は ４ 水 平 周
期 と 同 一 で あ る 。 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEが 高 い 値 を 有 す れ ば 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 出 力
が 遮 断 さ れ て ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffが 出 力 さ れ 、 低 い 値 を 有 す れ ば ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonが 出
力 さ れ る 。 し た が っ て 、 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEが 正 規 映 像 デ ー タ 用 波 形 OENを 有 す る 時 、
正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 Ｎ が 印 加 さ れ る 間 に ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonが 出 力 さ れ て 当 該 画 素 Ｐ Ｘ に
正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 Ｎ の み が 印 加 さ れ る 。 反 対 に 、 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEが イ ン パ ル シ ブ
デ ー タ 用 波 形 OEIを 有 す る 時 、 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 Ｉ が 印 加 さ れ る 間 に ゲ ー ト オ ン 電
圧 Vonが 出 力 さ れ て 当 該 画 素 Ｐ Ｘ に イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 Ｉ の み が 印 加 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 走 査 開 始 信 号 STV及 び キ ャ リ ー 信 号 CSの 正 規 映 像 デ ー タ 用 パ ル ス P1が 印 加 さ れ る ゲ ー ト
駆 動 回 路 に 印 加 さ れ る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEの 波 形 は 正 規 映 像 デ ー タ 用 波 形 OENで あ り 、
走 査 開 始 信 号 STV及 び キ ャ リ ー 信 号 CSの イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 パ ル ス P2が 印 加 さ れ る ゲ ー
ト 駆 動 回 路 に 印 加 さ れ る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEの 波 形 は イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 波 形 OEIで
あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 CPVは IHの 幅 を 有 す る 第 １ ク ロ ッ ク と 2Hの 幅 を 有 す る 第 ２ ク ロ ッ ク
を 含 み 、 ２ つ の 第 １ ク ロ ッ ク と １ つ の 第 ２ ク ロ ッ ク が 交 互 に 繰 り 返 さ れ る 。 ゲ ー ト ク ロ ッ
ク 信 号 CPVの 各 ク ロ ッ ク 上 昇 エ ッ ジ に 同 期 し て 走 査 パ ル ス が 生 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 ゲ
ー ト ク ロ ッ ク 信 号 CPVの 第 ２ ク ロ ッ ク が 下 降 す る 毎 ４ 番 目 水 平 周 期 開 始 時 点 で は 走 査 パ ル
ス が 発 生 し な い 。 走 査 パ ル ス の 幅 は 走 査 開 始 信 号 STV及 び キ ャ リ ー 信 号 CRの パ ル ス P1、 P2
の 幅 と 実 質 的 に 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 走 査 開 始 信 号 STVの パ ル ス P1が 第 １ ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 印 加 さ れ る と 、 第 １ ～ 第 ３ 水 平 周
期 で 各 走 査 パ ル ス は ゲ ー ト 信 号 ｇ 1 、 ｇ 2 、 ｇ 3 と し て 当 該 ゲ ー ト 線 に 順 に 印 加 さ れ る 。 そ
し て 、 第 ４ 水 平 周 期 で は 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEに よ っ て 第 １ ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 出 力 は 遮 断
さ れ る 。 再 び 、 第 ５ ～ ７ 水 平 周 期 で 各 走 査 パ ル ス が ゲ ー ト 信 号 ｇ 4 、 ｇ 5 、 ｇ 6 と し て 当 該
ゲ ー ト 線 に 順 に 印 加 さ れ 、 第 ８ 水 平 周 期 で ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 出 力 は 遮 断 さ れ る 。 こ の よ う
な 方 式 で 最 後 の ゲ ー ト 線 ま で ゲ ー ト 信 号 が 印 加 さ れ る 。 そ の 結 果 、 第 １ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ
れ た 画 素 PXか ら 順 に 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 Ｎ が 印 加 さ れ て 、 各 画 素 PXに 順 に 自 分 の 正 規 映 像
デ ー タ 電 圧 Ｎ が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 ｋ 番 目 画 素 行 の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ て い る ゲ ー ト 駆 動 回 路 に キ ャ リ ー 信 号 CSの パ
ル ス P2が 印 加 さ れ る と 、 こ れ に よ る 各 走 査 パ ル ス は 4H幅 を 有 し て 互 い に 重 な る 。 し か し 、
出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEに よ っ て 第 １ ～ 第 ３ 水 平 周 期 で ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 出 力 は 遮 断 さ れ る
が （ 走 査 パ ル ス の う ち の 遮 断 さ れ た 部 分 を 斜 線 で 表 示 す る ） 、 第 ４ 水 平 周 期 で ゲ ー ト オ ン
電 圧 Vonが 出 力 さ れ る 。 し た が っ て 、 ゲ ー ト 信 号 ｇ k 、 ｇ k + 1 、 ｇ k + 2 は 第 ４ 水 平 周 期 で 当 該
ゲ ー ト 線 に 同 時 に 印 加 さ れ る 。 同 様 に ゲ ー ト 信 号 ｇ k + 3 、 ｇ k + 4 、 ｇ k + 5 は 第 ８ 水 平 周 期 で
当 該 ゲ ー ト 線 に 同 時 に 印 加 さ れ る 。 こ の よ う な 方 式 で 最 後 の ゲ ー ト 線 ま で ゲ ー ト 信 号 が 印
加 さ れ 、 再 び 第 １ ゲ ー ト 線 か ら （ ｋ -１ ） 番 目 ゲ ー ト 線 ま で ゲ ー ト 信 号 が 印 加 さ れ る 。 そ
の 結 果 、 ｋ 番 目 ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 画 素 か ら ３ 画 素 行 ず つ 同 時 に イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電
圧 Ｉ が 印 加 さ れ 、 全 て の 画 素 Ｐ Ｘ に 順 に イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 Ｉ が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 １ つ の フ レ ー ム の 初 期 画 面 に は 画 面 上 部 か ら １ /４ 地 点 ま で 直 前 フ
レ ー ム の イ ン パ ル シ ブ 映 像 が 表 示 さ れ て お り 、 １ /４ 地 点 の 下 に は 直 前 フ レ ー ム の 正 規 映
像 が 表 示 さ れ て い る 。 図 ３ の 駆 動 信 号 で ｋ は ｎ /４ と し て お り 、 し た が っ て 、 イ ン パ ル シ
ブ 映 像 の 縦 幅 は 全 体 画 面 の 縦 幅 の ２ ５ ％ で あ る 。 こ の 比 率 は １ つ の 画 素 で １ つ の フ レ ー ム
の 間 に 表 示 さ れ る 映 像 の 中 で イ ン パ ル シ ブ 映 像 比 率 を 意 味 す る 。 走 査 開 始 信 号 STVの パ ル
ス Ｐ １ 及 び キ ャ リ ー 信 号 CSの パ ル ス P2が 入 力 さ れ る と 、 画 面 最 上 部 か ら 下 へ 順 に 正 規 映 像
が 表 示 さ れ 、 前 述 の １ /４ 地 点 か ら 下 へ 順 に イ ン パ ル シ ブ 映 像 が 表 示 さ れ る 。 １ /４ フ レ ー
ム が 経 過 す れ ば 、 上 部 か ら １ /４ 地 点 ま で 正 規 映 像 が 表 示 さ れ 、 １ /４ 地 点 か ら 画 面 中 央 ま
で イ ン パ ル シ ブ 映 像 が 表 示 さ れ る 。 こ の よ う に イ ン パ ル シ ブ 映 像 は 直 前 フ レ ー ム の 正 規 映
像 を 削 除 し な が ら 表 示 さ れ 、 ま た 、 正 規 映 像 は イ ン パ ル シ ブ 映 像 の 上 部 を 削 除 し な が ら 表
示 さ れ る 。 イ ン パ ル シ ブ 映 像 は ２ ５ ％ の 幅 を 有 す る 帯 の よ う に 表 示 さ れ 、 あ た か も １ つ の
フ レ ー ム の 間 に 上 か ら 下 へ 回 転 し て い る よ う に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ で ３ 画 素 行 を 基 準 に し て 動 作 を 説 明 し た が 、 任 意 の 数 の 画 素 行 を 基 準 に し て も よ い
。 ま た 、 ｋ は イ ン パ ル シ ブ 映 像 帯 の 縦 幅 を 規 定 す る 変 数 で 、 縦 解 像 度 の 範 囲 内 で 必 要 に 応
じ て 設 定 し て も よ い 。
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　 こ の よ う に 正 規 映 像 及 び イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 表 示 す る こ と に よ っ て ブ ラ リ ン グ を 防 止 す
る こ と が で き 、 イ ン パ ル シ ブ 駆 動 の た め の 周 波 数 の 増 加 が 相 対 的 に 少 な く て 画 素 電 圧 の 充
電 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ５ １ ０ 、 ラ ッ チ ５ ２
０ 、 デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ５ ３ ０ 、 バ ッ フ ァ ー ５ ４ ０ 、 そ し て チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ
部 ５ ５ ０ を 備 え る 。 チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 部 ５ ５ ０ は 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 隣 接 し た デ
ー タ 線 の 間 に 接 続 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｃ 1 、 Ｓ Ｃ 2 、 … 、 Ｓ Ｃ m - 1 を 含 む 。 各
ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｃ 1 、 Ｓ Ｃ ２ 、 … 、 Ｓ Ｃ m - 1 は 制 御 端 子 及 び 反 転 制 御 端 子 を 有 し て い る
ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト で あ り 、 制 御 端 子 に ロ ー ド 信 号 LOADが 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ５ １ ０ は 水 平 同 期 開 始 信 号 STHの 印 加 を 受 け る と 、 デ ー タ ク ロ ッ ク
信 号 HCLKに よ っ て 入 力 さ れ た 映 像 デ ー タ DATを 順 に シ フ ト さ せ て １ つ の 行 の 映 像 デ ー タ DAT
を ラ ッ チ ５ ２ ０ に 伝 達 す る 。
　 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ５ １ ０ は 複 数 の シ フ ト レ ジ ス タ ー を 含 み 、 各 シ フ ト レ ジ ス タ ー は 決
め ら れ た 量 の 映 像 デ ー タ DATを 全 部 シ フ ト さ せ た 後 、 シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 （ 図 示 せ ず ） を
次 の 段 の シ フ ト レ ジ ス タ ー に 送 っ て 、 １ つ の 画 素 行 の 映 像 デ ー タ DATが シ フ ト レ ジ ス タ ー
部 ５ １ ０ の シ フ ト レ ジ ス タ ー に 順 に シ フ ト さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ラ ッ チ ５ ２ ０ は シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ５ １ ０ か ら 順 に 入 力 を 受 け た 映 像 デ ー タ DATを ロ ー
ド 信 号 LOADに よ っ て デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 機 ５ ３ ０ に 出 力 す る 。
　 デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ５ ３ ０ は 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら 階 調 電 圧 Ｖ g m の 入 力 を 受
け て 反 転 信 号 RVSに よ っ て 共 通 電 圧 Vcomに 対 し て 正 の 値 を 有 す る 階 調 電 圧 と 負 の 値 を 有 す
る 階 調 電 圧 の う ち の 各 映 像 デ ー タ DATに 対 応 す る い ず れ か １ つ を 選 択 す る 。 そ し て 、 デ ジ
タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ５ ３ ０ は 選 択 さ れ た 階 調 電 圧 を 当 該 ア ナ ロ グ デ ー タ 電 圧 に 変 換 す る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 バ ッ フ ァ ー ５ ４ ０ は デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ５ ３ ０ か ら の デ ー タ 電 圧 を チ ャ ー ジ シ ェ
ア リ ン グ 部 ５ ５ ０ に 出 力 す る 。
　 チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 部 ５ ５ ０ は 、 既 に 説 明 し た よ う に 、 制 御 端 子 に ロ ー ド 信 号 LOADに
印 加 さ れ る ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト か ら 構 成 さ れ て い る 。 図 ７ に 示 し た よ う に 、 ロ ー ド
信 号 LOADが 高 レ ベ ル を 維 持 す る 間 に ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト Ｓ Ｃ 1 -Ｓ Ｃ m - 1 は 導 通 状 態
に な っ て 全 て の デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ m が 互 い に 接 続 さ れ る 。 し た が っ て 、 全 て の デ ー タ 線 Ｄ 1 -
Ｄ m の 電 圧 状 態 は 所 定 の 電 圧 レ ベ ル Ｖ 1 に 均 一 と な る 。 つ ま り 、 チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ が 行
わ れ る 。 そ の 後 、 ロ ー ド 信 号 LOADが 高 レ ベ ル か ら 低 レ ベ ル に 変 わ れ ば 、 下 降 エ ッ ジ 時 に ト
ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト Ｓ Ｃ 1 -Ｓ Ｃ m - 1 の 制 御 端 子 に 低 レ ベ ル が 印 加 さ れ て 、 全 て の ト ラ
ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト Ｓ Ｃ 1 -Ｓ Ｃ m - 1 は 導 通 状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 変 わ り 、 映 像 デ ー タ DAT
に 対 応 す る 当 該 デ ー タ 電 圧 が デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ m を 通 じ て 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ に よ っ て 、 ロ ー ド 信 号 LOADが 高 レ ベ ル を 維 持 す る 間 に チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ が 発 生
し て デ ー タ 線 の 電 圧 DOUTは チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ が 発 生 す る 間 に 所 定 電 圧 V1レ ベ ル を 維 持
し た 後 、 各 当 該 極 性 の 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 や イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 に 変 わ る 。 こ の 時 、
高 レ ベ ル を 維 持 す る ロ ー ド 信 号 LOADの 幅 は 、 十 分 な チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ が 行 わ れ て デ ー
タ 線 の 電 圧 DOUTが 所 定 レ ベ ル の 電 圧 V1に 安 定 的 に 変 り 得 る 程 度 に 広 い こ と が 良 く 、 約 １ μ
s以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 ロ ー ド 信 号 LOADが 低 レ ベ ル か ら 高 レ ベ ル に 変 わ る 時
点 か ら ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 CPVが 低 レ ベ ル か ら 高 レ ベ ル に 変 わ る 時 点 ま で は 約 １ ． ８ μ ｓ
で あ る こ と が よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 時 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 は 、 ロ ー ド 信 号 LOADが 低 レ ベ ル か ら 高 レ ベ ル に 変 わ っ て １ つ
の 画 素 行 の 映 像 デ ー タ DATが ラ ッ チ ５ ２ ０ か ら デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ５ ３ ０ に 印 加 さ
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れ る 時 、 反 転 信 号 RVSの レ ベ ル に よ っ て 決 め ら れ る 。 つ ま り 、 反 転 信 号 RVSの レ ベ ル が 高 レ
ベ ル で あ る 場 合 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 は 正 （ ＋ ） の 極 性 を 有 し 、 反 転 信 号 RVSの レ ベ ル が 低
レ ベ ル で あ る 場 合 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 は 負 （ － ） の 極 性 を 有 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 反
対 の 場 合 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ m に 映 像 デ ー タ DATに 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 前 に
、 チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 部 ５ ５ ０ を 利 用 し て 全 て の デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ m の 電 圧 レ ベ ル を 一 定
の 電 圧 V1レ ベ ル に 均 一 化 さ せ る チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ を 実 施 す る 。 し た が っ て 、 デ ー タ 線
Ｄ 1 -Ｄ m は 、 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る か 、 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 印 加 し て も 、
全 て 同 一 の 電 圧 レ ベ ル で 当 該 電 圧 に 変 化 す る の で 、 全 て の 画 素 PXは 同 一 の 充 電 条 件 で イ ン
パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 や 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 へ の 充 電 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ の 結 果 、 ブ ラ ッ ク 映 像 デ ー タ 電 圧 の よ う な イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 か ら 正 規 映 像 デ ー
タ 電 圧 へ 充 電 さ れ る 時 の 充 電 条 件 が 、 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧 か ら 反 対 極 性 の 正 規 映 像 デ ー タ
電 圧 へ 充 電 さ れ る 時 の 充 電 条 件 よ り 有 利 で あ る た め に 発 生 す る 明 る い 横 線 紋 の 不 良 が 減 少
す る 。
　 こ の 時 、 デ ー タ 線 に 正 常 デ ー タ 電 圧 や ブ ラ ッ ク デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 前 に デ ー タ 駆 動
部 ５ ０ ０ は ロ ー ド 信 号 LOADに 同 期 し て 全 て の デ ー タ 線 を 接 続 す る チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ を
実 施 す る 。 次 に 、 図 ５ を 参 照 し て 、 こ の よ う な デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ の 動 作 に つ い て さ ら に
詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る デ ー タ 駆 動 部 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ６ は 図 ５ に 示
し た チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 部 の 回 路 図 に 対 す る 一 例 で あ る 。 図 ７ は 本 発 明 の １ つ の 実 施 例
に よ る チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 時 、 ロ ー ド 信 号 、 ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 、 反 転 信 号 に よ っ て 任
意 の １ つ の デ ー タ 線 を 流 れ る 電 圧 に 対 す る 波 形 図 で あ る 。
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ５ １ ０ 、 ラ ッ チ ５ ２
０ 、 デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ５ ３ ０ 、 バ ッ フ ァ ー ５ ４ ０ 、 そ し て チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ
部 ５ ５ ０ を 備 え る 。 チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 部 ５ ５ ０ は 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 隣 接 し た デ
ー タ 線 の 間 に 接 続 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｃ 1 ， Ｓ Ｃ 2 ， … ， Ｓ Ｃ m - 1 を 含 む 。 各
ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｃ 1 ， Ｓ Ｃ 2 ， … ， Ｓ Ｃ m - 1 は 制 御 端 子 及 び 反 転 制 御 端 子 を 有 し て い る
ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト で あ り 、 制 御 端 子 に ロ ー ド 信 号 LOADが 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ５ １ ０ は 水 平 同 期 開 始 信 号 STHの 印 加 を 受 け る と 、 デ ー タ ク ロ ッ ク
信 号 HCLKに よ っ て 入 力 さ れ た 映 像 デ ー タ DATを 順 に シ フ ト さ せ 、 １ つ の 行 の 映 像 デ ー タ DAT
を ラ ッ チ ５ ２ ０ に 伝 達 す る 。 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ５ １ ０ は 複 数 の シ フ ト レ ジ ス タ ー を 含 み
、 シ フ ト レ ジ ス タ ー が 担 当 す る 映 像 デ ー タ DATを 全 部 シ フ ト さ せ た 後 、 シ フ ト ク ロ ッ ク 信
号 （ 図 示 せ ず ） を 次 の 段 の シ フ ト レ ジ ス タ ー に 伝 送 し て 映 像 デ ー タ DATの シ フ ト 動 作 を 行
う 。 よ っ て 、 １ つ の 画 素 行 の 映 像 デ ー タ DATが シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ５ １ ０ の シ フ ト レ ジ ス
タ ー に 順 に シ フ ト さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ラ ッ チ ５ ２ ０ は シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ５ １ ０ か ら 順 に 入 力 を 受 け た 映 像 デ ー タ DATを ロ ー
ド 信 号 LOADに よ っ て デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ５ ３ ０ に 出 力 す る 。
　 デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ５ ３ ０ は 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら 階 調 電 圧 Ｖ g m の 入 力 を 受
け て 反 転 信 号 RVSに よ っ て 共 通 電 圧 Ｖ c o m に 対 し て 正 の 値 を 有 す る 階 調 電 圧 と 負 の 値 を 有 す
る 階 調 電 圧 の う ち の い ず れ か １ つ を 選 択 す る 。 そ し て 、 選 択 さ れ た 階 調 電 圧 の 中 で 各 映 像
デ ー タ DATに 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し 、 デ ジ タ ル 映 像 デ ー タ DATを 当 該 ア ナ ロ グ デ ー タ 電
圧 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 バ ッ フ ァ ー ５ ４ ０ は デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ５ ３ ０ か ら の デ ー タ 電 圧 を チ ャ ー ジ シ ェ
ア リ ン グ 部 ５ ５ ０ に 出 力 す る 。
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　 チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 部 ５ ５ ０ は 、 既 に 説 明 し た よ う に 、 制 御 端 子 に ロ ー ド 信 号 LOADに
印 加 さ れ る ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト か ら 構 成 さ れ て い る 。 図 ７ に 示 し た よ う に 、 ロ ー ド
信 号 LOADが 高 レ ベ ル を 維 持 す る 間 に 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト Ｓ Ｃ 1 -Ｓ Ｃ m - 1 は 導 通 状
態 に な っ て 、 全 て の デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ m が 互 い に 接 続 さ れ る 。 し た が っ て 、 全 て の デ ー タ 線
Ｄ 1 -Ｄ m の 電 圧 状 態 は 所 定 の 電 圧 レ ベ ル Ｖ １ に 均 一 と な る 。 つ ま り 、 チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン
グ が 行 わ れ る 。 そ の 後 、 ロ ー ド 信 号 LOADが 高 レ ベ ル か ら 低 レ ベ ル に 変 わ れ ば 、 つ ま り 、 下
降 エ ッ ジ 時 に ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト Ｓ Ｃ 1 -Ｓ Ｃ m - 1 の 制 御 端 子 に 低 レ ベ ル が 印 加 さ れ
て 、 全 て の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト Ｓ Ｃ 1 -Ｓ Ｃ m - 1 は 導 通 状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 変 わ り
、 映 像 デ ー タ DATに 対 応 す る 当 該 デ ー タ 電 圧 が デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ m を 通 じ て 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 そ の 結 果 、 ロ ー ド 信 号 LOADが 高 レ ベ ル を 維 持 す る 間 に チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ が 発 生 し 、
デ ー タ 線 の 電 圧 DOUTは チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ が 発 生 す る 間 に 所 定 電 圧 V1レ ベ ル を 維 持 し た
後 、 各 当 該 極 性 の 正 常 デ ー タ 電 圧 や イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 に 変 わ る 。 こ の 時 、 高 レ ベ ル
を 維 持 す る ロ ー ド 信 号 LOADの 幅 は 充 分 な チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ が 行 わ れ て デ ー タ 線 の 電 圧
DOUTが 所 定 レ ベ ル の 電 圧 V1に 安 定 的 に 変 わ り 得 る 程 度 に 広 い こ と が よ く 、 約 １ μ ｓ 以 上 で
あ る の が 好 ま し い 。 ま た 、 ロ ー ド 信 号 LOADが 低 レ ベ ル か ら 高 レ ベ ル に 変 わ る 時 点 か ら ゲ ー
ト ク ロ ッ ク 信 号 CPVが 低 レ ベ ル か ら 高 レ ベ ル に 変 わ る 時 点 ま で は 約 １ ． ８ μ ｓ で あ る の が
よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 時 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 は ロ ー ド 信 号 LOADが 低 レ ベ ル か ら 高 レ ベ ル に 変 わ っ て 、 １ つ
の 画 素 行 の 映 像 デ ー タ DATが ラ ッ チ ５ ２ ０ か ら デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ５ ３ ０ に 印 加 さ
れ る 時 、 反 転 信 号 RVSの レ ベ ル に よ っ て 決 め ら れ る 。 つ ま り 、 反 転 信 号 RVSの レ ベ ル が 高 レ
ベ ル で あ る 場 合 に デ ー タ 電 圧 の 極 性 は 正 （ ＋ ） の 極 性 を 有 し 、 反 転 信 号 RVSの レ ベ ル が 低
レ ベ ル で あ る 場 合 に デ ー タ 電 圧 の 極 性 は 負 （ － ） の 極 性 を 有 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、
反 対 の 場 合 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に 、 デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ m に 映 像 デ ー タ DATに 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 前 に
チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 部 ５ ５ ０ を 利 用 し て 全 て の デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ m の 電 圧 レ ベ ル を 一 定 の
電 圧 V1レ ベ ル に 均 一 化 す る チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ を 実 施 す る 。 し た が っ て 、 デ ー タ 線 Ｄ 1 -
Ｄ m に よ り 正 常 デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 場 合 、 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 場 合 の い
ず れ の 場 合 も 全 て 同 一 の 電 圧 レ ベ ル か ら 当 該 電 圧 に 変 化 す る の で 、 全 て の 画 素 は 同 一 の 充
電 条 件 で イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 や 映 像 デ ー タ 電 圧 へ の 充 電 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に よ っ て 、 ブ ラ ッ ク 映 像 デ ー タ か ら 正 常 デ ー タ 電 圧 へ 充 電 さ れ る 時 の 充 電 条 件 が 、
正 常 デ ー タ 電 圧 か ら 反 対 極 性 の 正 常 デ ー タ 電 圧 へ 充 電 さ れ る 時 の 充 電 条 件 よ り 有 利 で あ る
た め に 発 生 す る 明 る い 横 線 紋 の 不 良 が 減 る 。 つ ま り 、 イ ン パ ル シ ブ 駆 動 の た め に イ ン パ ル
シ ブ デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 後 、 正 常 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 場 合 や 、 極 性 が 反 対 で あ る
正 常 デ ー タ 電 圧 に 変 わ る 場 合 、 全 て 同 一 な 電 圧 レ ベ ル V1か ら 当 該 デ ー タ 電 圧 に 変 わ る の で
、 同 一 な 充 電 条 件 で 画 素 の 充 電 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 ８ を 図 １ と 共 に 参 照 し て 詳 細 に 説 明
す る 。 但 し 、 上 述 し た 実 施 例 と 同 一 の 部 分 に つ い て の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
　 図 ８ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ２ つ の 副 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ
る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 も 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０
、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ 、 そ し て 信 号 制 御 部
６ ０ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ は 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 等 価 回 路 で 見 る 時 、 複 数 の 信 号 線 （
図 示 せ ず ） と 、 こ れ に 接 続 さ れ て い て ほ ぼ 行 列 形 態 で 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 PXを 含 む 。 液
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晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ は 互 い に 対 向 す る 下 部 及 び 上 部 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ と 、 そ の 間 に
入 っ て い る 液 晶 層 ３ を 含 む 。
　 信 号 線 は ゲ ー ト 信 号 （ “ 走 査 信 号 ” と も 言 う ） を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 （ 図 示 せ ず ）
と デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 （ 図 示 せ ず ） を 含 む 。 ゲ ー ト 線 は ほ ぼ 行 方 向 に 延
び た 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ り 、 デ ー タ 線 は ほ ぼ 列 方 向 に 延 び て 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 各 画 素 Ｐ Ｘ は 一 対 の 副 画 素 を 含 み 、 各 副 画 素 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ａ 、 Ｃ L C ｂ を 含 む 。
２ つ の 副 画 素 の う ち の 少 な く と も １ つ は ゲ ー ト 線 、 デ ー タ 線 及 び 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ａ 、
Ｃ L C ｂ と 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ 図 示 せ ず ） を 含 む 。
　 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ａ /Ｃ L C ｂ は 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 副 画 素 電 極 PEa/PEbと 上 部 表 示 板 ２
０ ０ の 共 通 電 極 CEを ２ つ の 端 子 と し 、 副 画 素 電 極 PEa/PEbと 共 通 電 極 CEの 間 の 液 晶 層 ３ は
誘 電 体 と し て 機 能 す る 。 一 対 の 副 画 素 電 極 PEa、 PEbは 互 い に 分 離 さ れ て お り 、 １ つ の 画 素
電 極 PEを 構 成 す る 。 共 通 電 極 CEは 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 前 面 に 形 成 さ れ て い て 共 通 電 圧 Vcom
の 印 加 を 受 け る 。 液 晶 層 ３ は 負 の 誘 電 率 異 方 性 を 有 し 、 液 晶 層 ３ の 液 晶 分 子 は 電 場 が な い
状 態 で そ の 長 軸 が ２ つ の 表 示 板 の 表 面 に 対 し て 垂 直 ま た は 水 平 を な す よ う に 配 向 さ れ て い
て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 一 方 、 色 表 示 を 実 現 す る た め に は 、 各 画 素 Ｐ Ｘ が 空 間 分 割 ま た は 時 間 分 割 方 式 で 表 示 す
る こ と が で き る 。 図 ８ は 空 間 分 割 の 一 例 で 、 各 画 素 Ｐ Ｘ が 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 領 域 に 基 本
色 の う ち の １ つ を 示 す 色 フ ィ ル タ ー CFを 備 え る こ と を 示 し て い る 。 図 ８ と は 異 な っ て 、 色
フ ィ ル タ ー CFは 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 PEa、 PEbの 上 ま た は 下 に 形 成
し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ の 外 側 面 に は 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る が 、 ２ つ の 偏
光 子 の 偏 光 軸 を 直 交 状 態 に 構 成 す る こ と が で き る 。 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 に は 、 ２ つ
の 偏 光 子 の う ち の １ つ を 省 略 で き る 。 直 交 偏 光 子 で あ る 場 合 、 電 場 の な い 液 晶 層 ３ に 入 っ
た 入 射 光 を 遮 断 す る 。
　 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ は 画 素 Ｐ Ｘ の 透 過 率 と 関 す る 少 な く と も ２ つ の 階 調 電 圧 集 合 （ ま
た は 基 準 階 調 電 圧 集 合 ） を 生 成 す る 。 少 な く と も ２ つ の （ 基 準 ） 階 調 電 圧 集 合 は 互 い に 異
な る ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 生 成 さ れ 、 各 （ 基 準 ） 階 調 電 圧 集 合 は 共 通 電 圧 Vcomに 対 し て 正
の 値 を 有 す る も の と 負 の 値 を 有 す る も の を 含 む 。 し か し 、 少 な く と も ２ つ の （ 基 準 ） 階 調
電 圧 集 合 の 代 わ り に １ つ の （ 基 準 ） 階 調 電 圧 集 合 の み を 生 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 下 で は 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 機 か ら 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 及 び そ の 表
示 を 制 御 す る 入 力 制 御 信 号 を 受 信 す る 。
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ と 入 力 制 御 信 号 に 基 づ い て 入 力 映 像 信 号 Ｒ
、 Ｇ 、 Ｂ を 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ の 動 作 条 件 に 合 わ せ て 適 切 に
処 理 し 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1及 び デ ー タ 制 御 信 号 CONT2な ど を 生 成 し た 後 、 ゲ ー ト 制 御 信
号 CONT1を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ に 出 力 し て 、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2と 処 理 し た 映 像 信 号 DAT
を デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 出 力 す る 。 出 力 映 像 信 号 DATは 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ に 基 づ い
て 作 っ た 正 規 映 像 デ ー タ と イ ン パ ル シ ブ 駆 動 の た め の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1は 走 査 開 始 信 号 STV、 ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 CPV及 び 少 な く と も １ つ
の 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEを 含 む 。
　 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2は １ つ の 束 の 副 画 素 に 対 す る 映 像 デ ー タ の 伝 送 開 始 を 知 ら せ る 水
平 同 期 開 始 信 号 STHと 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ に デ ー タ 信 号 を 印 加 す る こ と を 命 令 す る
ロ ー ド 信 号 LOAD、 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 HCLK及 び 反 転 信 号 RVSを 含 む 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の デ ー タ 制 御 信 号 CONT2に よ っ て デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は １ つ の 束
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の 副 画 素 に 対 す る 出 力 映 像 信 号 DATを 受 信 し 、 各 出 力 映 像 信 号 DATに 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選
択 す る こ と に よ っ て デ ジ タ ル 映 像 信 号 DATを ア ナ ロ グ デ ー タ 電 圧 Vdに 変 換 し た 後 、 こ れ を
当 該 デ ー タ 線 に 印 加 す る 。
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1に よ っ て ゲ ー ト オ
ン 電 圧 Vonを ゲ ー ト 線 に 印 加 し て 、 こ の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 導 通 さ
せ る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 に 印 加 さ れ た デ ー タ 信 号 が 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 通 じ て
当 該 副 画 素 PXa、 PXbに 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 １ つ の 画 素 電 極 PEを な す 一 対 の 副 画 素 電 極 PEa、 PEbが 別 個 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 接 続 さ
れ て い る 場 合 、 つ ま り 、 各 副 画 素 が 各 々 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 し て い る 場 合 に は 、 ２ つ
の 副 画 素 が 互 い に 異 な る 時 間 に 同 一 の デ ー タ 線 を 通 じ て 別 個 の デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る
こ と が で き 、 ま た 、 同 一 の 時 間 に 互 い に 異 な る デ ー タ 線 を 通 じ て 別 個 の デ ー タ 電 圧 の 印 加
を 受 け る こ と も で き る 。 こ れ と は 異 な っ て 、 副 画 素 電 極 PEaは ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ 図 示 せ
ず ） と 接 続 さ れ て い て 、 副 画 素 電 極 PEbは 副 画 素 電 極 PEaと 容 量 性 結 合 さ れ て い る 場 合 に は
、 副 画 素 電 極 PEaを 含 む 副 画 素 の み ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 通 じ て デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け 、
副 画 素 電 極 PEbを 含 む 副 画 素 は 副 画 素 電 極 PEaの 電 圧 変 化 に よ っ て 変 化 す る 電 圧 を 有 す る こ
と が で き る 。 こ の 時 、 副 画 素 電 極 PEaの 面 積 は 副 画 素 電 極 PEbの 面 積 よ り 小 さ く 、 副 画 素 電
極 PEaの 電 圧 は 副 画 素 電 極 PEbの 電 圧 よ り 大 き い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の よ う に 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ａ 、 Ｃ L C ｂ の 両 端 に 電 位 差 が 生 じ れ ば 、 表 示 板 １ ０ ０ 、
２ ０ ０ の 表 面 に ほ と ん ど 垂 直 の 電 場 （ 電 界 ） が 液 晶 層 ３ に 生 成 さ れ る （ 以 下 、 画 素 電 極 PE
及 び 共 通 電 極 CEを 同 様 に “ 電 場 生 成 電 極 ” と 言 う ） 。 そ の 結 果 、 液 晶 層 ３ の 液 晶 分 子 は 電
場 に 応 答 し て そ の 長 軸 が 電 場 の 方 向 に 垂 直 を な す よ う に 傾 き 、 液 晶 分 子 が 傾 い た 程 度 に よ
っ て 液 晶 層 ３ に 入 射 光 の 偏 光 の 変 化 程 度 が 変 わ る 。 こ の よ う な 偏 光 の 変 化 は 偏 光 子 に よ っ
て 透 過 率 の 変 化 で 現 れ 、 こ れ に よ っ て 液 晶 表 示 装 置 は 映 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 液 晶 分 子 が 傾 く 角 度 は 電 場 の 強 さ に よ っ て 変 わ る が 、 ２ つ の 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ａ 、 Ｃ

L C ｂ の 電 圧 が 互 い に 異 な る の で 、 液 晶 分 子 が 傾 い た 角 度 が 異 な り 、 そ の た め に ２ つ の 副 画
素 の 輝 度 が 異 な る 。 し た が っ て 、 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ａ の 電 圧 と 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｂ の
電 圧 を 適 切 に 合 わ せ ば 、 側 面 か ら 見 る 映 像 を 正 面 か ら 見 る 映 像 に 最 大 限 に 近 く す る こ と が
で き 、 つ ま り 、 側 面 ガ ン マ 曲 線 を 正 面 ガ ン マ 曲 線 に 最 大 限 に 近 く す る こ と が で き 、 こ の よ
う に し て 側 面 視 認 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 高 い 電 圧 の 印 加 を 受 け る 副 画 素 電 極 PEaの 面 積 を 副 画 素 電 極 PEbの 面 積 よ り 小 さ く
す れ ば 、 側 面 ガ ン マ 曲 線 を 正 面 ガ ン マ 曲 線 に さ ら に 近 く す る こ と が で き る 。 特 に 、 副 画 素
電 極 PEa、 PEbの 面 積 比 を ほ ぼ １ :２ と す れ ば 、 側 面 ガ ン マ 曲 線 が 正 面 ガ ン マ 曲 線 に よ り 近
く な っ て 側 面 視 認 性 が さ ら に 良 く な る 。
　 １ 水 平 周 期 （ “ １ Ｈ ” と も 言 う ） を 単 位 と し て こ の よ う な 過 程 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て
、 全 て の 副 画 素 PXa、 PXbに デ ー タ 電 圧 Vdを 印 加 し て １ つ の フ レ ー ム の 正 規 映 像 及 び イ ン パ
ル シ ブ 映 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 １ つ の フ レ ー ム が 終 わ れ ば 、 次 の フ レ ー ム が 始 ま り 、 各 副 画 素 PXa、 PXbに 印 加 さ れ る デ
ー タ 電 圧 Vdの 極 性 が 直 前 フ レ ー ム に お け る 極 性 と 反 対 に な る よ う に デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に
印 加 さ れ る 反 転 信 号 RVSの 状 態 を 制 御 す る こ と が で き る 。 ま た 、 １ つ の フ レ ー ム 内 で も 行
反 転 、 点 反 転 、 列 反 転 な ど の 極 性 反 転 方 式 に よ っ て デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 印 加 さ れ る 反 転
信 号 RVSの 状 態 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 一 方 、 １ つ の フ レ ー ム の 間 に 副 画 素 PXaに は 正 規 映 像 デ ー タ に 基 づ い た 正 規 映 像 を 表 示
し 、 副 画 素 PXbに は 正 規 映 像 デ ー タ に 基 づ い た 正 規 映 像 及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ に 基 づ い
た イ ン パ ル シ ブ 映 像 を １ 回 ず つ 表 示 す る 。 こ の よ う に 副 画 素 PXbに の み イ ン パ ル シ ブ 映 像
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を 表 示 し て も 、 副 画 素 電 極 PEaに 対 す る 副 画 素 電 極 PEbの 面 積 比 を 大 き く し て 全 体 画 面 に 対
す る イ ン パ ル シ ブ 映 像 の 表 示 比 率 を 高 め れ ば 、 副 画 素 PXa、 PXbに イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 表 示
す る こ と と 同 様 の 水 準 で ブ ラ リ ン グ を 減 少 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 図 ８ に 示 し た ２ つ の 副 画 素 が 互 い に 異 な る 時 間 に 同 一 の デ ー タ 線 を 通 じ て 別 個 の
デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 ９ を 参 照 し
て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ９ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る
。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 複 数 対 の ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ ａ 、 Ｇ Ｌ ｂ 、
複 数 の デ ー タ 線 DL及 び 複 数 の 維 持 電 極 線 SLを 含 む 信 号 線 と 、 こ れ に 接 続 さ れ た 複 数 の 画 素
PXを 含 む 。
　 各 画 素 PXは 一 対 の 副 画 素 PXa、 PXbを 含 み 、 各 副 画 素 PXa/PXbは 各 々 当 該 ゲ ー ト 線 GLa/GLb
及 び デ ー タ 線 DLに 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa/Qbと 、 こ れ に 接 続 さ れ た 液 晶 キ ャ
パ シ タ Ｃ L C ａ /Ｃ L C ｂ 、 そ し て ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa/Qb及 び 維 持 電 極 線 SLに 接 続 さ れ て い る
ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T ａ /Ｃ S T ｂ を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 各 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa/Qbは 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 設 け ら れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど
の 三 端 子 素 子 で あ っ て 、 そ の 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 GLa/GLbに 接 続 さ れ て お り 、 入 力 端 子 は
デ ー タ 線 DLに 接 続 さ れ て お り 、 出 力 端 子 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ａ /Ｃ L C ｂ 及 び ス ト レ ー ジ
キ ャ パ シ タ Ｃ S T ａ /Ｃ S T ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
　 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ａ /Ｃ L C ｂ の 補 助 的 な 役 割 を 果 た す ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T ａ /Ｃ

S T ｂ は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 設 け ら れ た 維 持 電 極 線 SLと 画 素 電 極 PEが 絶 縁 体 を 間 に 挟 ん で
重 合 し て 構 成 さ れ 、 維 持 電 極 線 SLに は 共 通 電 圧 Vcomな ど の 所 定 の 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 し か
し 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T ａ 、 Ｃ S T ｂ は 副 画 素 電 極 PEa、 PEbが 絶 縁 体 を 媒 介 と し て 直
上 の 前 段 ゲ ー ト 線 と 重 合 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ａ 、 Ｃ L C ｂ な ど に つ い て は 上 述 し た の で 、 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
　 次 に 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 に つ い て 図 １ ０ 及 び 図 １ １ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明
す る 。
　 図 １ ０ は 図 ９ に 示 し た 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ り
、 図 １ １ は 図 １ ０ に 示 し た 駆 動 信 号 に よ っ て 表 示 さ れ る 画 像 を １ つ の フ レ ー ム の 間 に 表 示
し た 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ９ に 示 し た 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 で は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ が 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、
Ｂ を 受 信 し て 副 画 素 PXaに 対 す る 正 規 映 像 デ ー タ Naと 副 画 素 PXbに 対 す る 正 規 映 像 デ ー タ Nb
及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ を 含 む 出 力 映 像 信 号 DATに 変 換 し て デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 伝 送
す る 。
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は Ｍ 個 の 束 の 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ を 受 け て 各 Ｍ 個 の 束 の 正 規 映 像
デ ー タ Na、 Nbに 変 換 し 、 １ つ の 束 の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ を 生 成 し て Ｍ 個 の 束 の 入 力 映 像
信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ が 入 力 さ れ る 時 間 と 実 質 的 に 同 一 な 時 間 の 間 に （ ２ Ｍ ＋ １ ） 個 の 束 の 出 力
映 像 信 号 DATを 出 力 す る （ Ｍ は 自 然 数 ） 。 し た が っ て 、 水 平 同 期 開 始 信 号 STHの 周 波 数 は 水
平 同 期 信 号 Hsyncの 周 波 数 の （ ２ Ｍ ＋ １ ） /Ｍ 倍 で あ る 。 ま た 、 出 力 映 像 信 号 DATが 同 期 さ
れ る デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 HCLKの 周 波 数 は 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ が 同 期 さ れ る メ イ ン ク ロ
ッ ク MCLKの 周 波 数 の （ ２ Ｍ ＋ １ ） /Ｍ 倍 で あ り 得 る 。 例 え ば 、 図 １ ０ に は Ｍ を ３ と し て 示
し た 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は １ つ の 副 画 素 行 の 出 力 映 像 信 号 DATを 受 信 し 、 各 出 力 映 像 信 号 DAT
に 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 す る こ と に よ っ て 出 力 映 像 信 号 DATを ア ナ ロ グ デ ー タ 電 圧 Vdに
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変 換 し た 後 、 こ れ を 当 該 デ ー タ 線 DLに 印 加 す る 。
　 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ で １ つ の 階 調 電 圧 集 合 を 作 っ て 、 正 規 映 像 デ ー タ Na、 Nbを 互 い に
異 な ら せ て 各 画 素 PXa、 PXbに 互 い に 異 な る 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る 。 し か し 、 正 規 映
像 デ ー タ Na、 Nbは 同 一 で あ り な が ら ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXbに 対 す る 階 調 電 圧 集 合 を 別 に 作
り 、 こ れ を 交 互 に デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 提 供 す る こ と が で き 、 ま た 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０
で こ れ を 交 互 に 選 択 す る こ と に よ っ て 、 ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXbに 互 い に 異 な る 電 圧 を 印 加
す る こ と も で き る 。 但 し 、 こ の 時 、 ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXbの 合 成 ガ ン マ 曲 線 が 正 面 で の 基
準 ガ ン マ 曲 線 に 近 く 映 像 信 号 を 補 正 し た り 、 階 調 電 圧 集 合 を 作 る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば
、 正 面 で の 合 成 ガ ン マ 曲 線 は 、 こ の 液 晶 表 示 板 組 立 体 に 最 も 適 す る よ う に 決 め ら れ た 正 面
で の 基 準 ガ ン マ 曲 線 と 一 致 す る よ う に し 、 側 面 で の 合 成 ガ ン マ 曲 線 は 正 面 で の 基 準 ガ ン マ
曲 線 と 最 も 近 く す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対 し て も 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ は 別 途 の 階 調 電 圧 集 合 を 生 成 す
る こ と が で き 、 正 規 映 像 デ ー タ Na、 Nb用 階 調 電 圧 集 合 を 使 用 す る こ と も で き る 。
　 図 １ ０ に 示 し た よ う に 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 第 １ ～ 第 ６ 水 平 周 期 の 間 に 第 １ ～ 第 ３ 番
目 画 素 行 の 各 副 画 素 PXa、 PXbに 対 す る デ ー タ 電 圧 Vdを １ Ｈ ご と に 順 に 当 該 デ ー タ 線 DLに 印
加 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ も こ れ に 同 期 し て 第 １ ～ 第 ６ 水 平 周 期 の 間 に 第 １ ～ 第 ３ 番 目 画 素 行
の 副 画 素 PXa、 PXbに 各 々 接 続 さ れ て い る ゲ ー ト 線 GLa、 GLbに ゲ ー ト 信 号 ｇ 1 a -ｇ 3 b を １ Ｈ
ご と に 順 に 印 加 し て 、 こ れ ら ゲ ー ト 線 GLa、 GLbに 各 々 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa
、 Qbを 導 通 さ せ る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 DLに 印 加 さ れ た 正 規 映 像 デ ー タ Na、 Nbに 相 当 す る
デ ー タ 電 圧 Vdが 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa、 Qbを 通 じ て 当 該 副 画 素 PXa、 PXbに 各 々 印 加
さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 そ し て 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 第 ７ 水 平 周 期 TIの 間 に イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対 す る デ
ー タ 電 圧 Vdを デ ー タ 線 DLに 印 加 す る 。
　 第 ７ 水 平 周 期 TIで ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は ゲ ー ト 信 号 ｇ k b 、 ｇ k + 1 b 、 ｇ k + 2 b を 各 々 ｋ ～ （
ｋ ＋ ２ ） 番 目 画 素 行 の 副 画 素 PXbに 接 続 さ れ た ゲ ー ト 線 GLbに 同 時 に 印 加 し て 、 こ の ゲ ー ト
線 GLbに 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qbを 導 通 さ せ る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 DLに 印 加 さ れ
た イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vdが 導 通 し た た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qbを 通 じ
て 当 該 画 素 PXbに 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の よ う な 方 式 で ３ 画 素 行 ご と に ６ 水 平 周 期 の 間 に 正 規 映 像 デ ー タ Na、 Nbに 対 応 す る デ
ー タ 電 圧 Vdを 当 該 副 画 素 PXa、 PXbに 印 加 し 、 １ 水 平 周 期 の 間 に イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対
応 す る デ ー タ 電 圧 Vdを 当 該 副 画 素 PXbに 印 加 す る 。 １ つ の フ レ ー ム の 間 に 全 て の 副 画 素 PXa
に 正 規 映 像 デ ー タ Naに 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vdを 印 加 し 、 全 て の 副 画 素 PXbに 正 規 映 像 デ ー
タ Nb及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vdを １ 回 ず つ 印 加 し て 、 一 つ の フ レ
ー ム の 正 規 映 像 及 び イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 １ １ に 正 規 映 像 及 び イ ン パ ル シ ブ 映 像 が １ つ の フ レ ー ム の 間 に 表 示 さ れ る 過 程 が 示 さ
れ て い る 。 図 ４ と 同 様 に 、 ｋ は ｎ /４ と し （ ｎ は 縦 解 像 度 ） 、 表 示 さ れ る パ タ ー ン は 図 ４
と 実 質 的 に 同 一 な の で 、 こ れ に つ い て の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 た だ し 、 斜 線 の 部 分 の よ
う に イ ン パ ル シ ブ 映 像 が 表 示 さ れ て い る 領 域 の 副 画 素 PXaに は 正 規 映 像 が 表 示 さ れ て い る
の で 、 こ の 領 域 で の 輝 度 が 図 ４ に 示 さ れ て い る 同 一 な 領 域 に お け る 輝 度 に 比 べ て 高 い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 本 実 施 例 で は イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 副 画 素 PXbに 表 示 す る こ と と 説 明 し た が 、 こ れ と 反 対
に 、 イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 副 画 素 PXaに 表 示 す る こ と も で き る 。
　 こ の よ う に イ ン パ ル シ ブ 映 像 を ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXbの う ち の い ず れ か １ つ に 表 示 し 、
他 の 副 画 素 に は 正 規 映 像 を 表 示 す る こ と に よ っ て 、 ブ ラ リ ン グ を 防 止 し な が ら 輝 度 低 下 を
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減 ら す こ と が で き る 。 ま た 、 複 数 行 の 副 画 素 に イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 同 時 に 表 示 す る こ と で
、 イ ン パ ル シ ブ 駆 動 の た め の 周 波 数 の 増 加 が 相 対 的 に 少 な い の で 画 素 電 圧 の 充 電 率 を 高 め
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ２ ～ 図 ４ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 の 多 く の 特 徴 が 図 ８ ～ 図 １ １ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 に
も 適 用 で き る 。
　 以 下 で は 図 ９ に 示 し た 画 素 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お け る イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 表 示 す る
た め の 他 の 駆 動 方 法 に つ い て 図 １ ２ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ ２ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 の 他 の 例 を 示 し た タ イ ミ ン
グ 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 １ ２ に 示 し た タ イ ミ ン グ 度 は ３ 画 素 行 単 位 で デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 変 わ る 行 反 転 で あ る
場 合 の 駆 動 信 号 に 関 す る 。
　 図 １ ２ に 示 し た よ う に 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 第 １ ～ 第 ６ 水 平 周 期 の 間 に 第 １ ～ 第 ３ 番
目 画 素 行 の 各 副 画 素 PXa、 PXbに 対 す る 正 極 性 の デ ー タ 電 圧 を １ Ｈ ご と に 順 に 当 該 デ ー タ 線
DLに 印 加 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ も こ れ に 同 期 し て 第 １ ～ 第 ６ 水 平 周 期 の 間 に 第 １ ～ 第 ３ 番 目 画 素 行
の 副 画 素 PXa、 PXbに 各 々 接 続 さ れ て い る ゲ ー ト 線 GLa、 GLbに ゲ ー ト 信 号 ｇ 1 a -ｇ 3 b を １ Ｈ
ご と に 順 に 印 加 し て 、 こ れ ら ゲ ー ト 線 GLa、 GLbに 各 々 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa
、 Qbを 導 通 さ せ る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 DLに 印 加 さ れ た 正 規 映 像 デ ー タ Na、 Nbに 相 当 す る
正 極 性 の デ ー タ 電 圧 Vdが 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa、 Qbを 通 じ て 当 該 副 画 素 PXa、 PXbに
各 々 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 そ し て 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 第 ７ 水 平 周 期 の 間 に イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対 す る デ ー
タ 電 圧 Vdを デ ー タ 線 DLに 印 加 す る 。
　 第 ７ 水 平 周 期 で ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は ゲ ー ト 信 号 ｇ k b 、 ｇ k + 1 b 、 ｇ k + 2 b を 各 々 ｋ ～ （ ｋ
＋ ２ ） 番 目 画 素 行 の 副 画 素 PXbに 接 続 さ れ た ゲ ー ト 線 GLbに 同 時 に 印 加 し て 、 こ の ゲ ー ト 線
GLbに 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qbを 導 通 さ せ る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 DLに 印 加 さ れ た
イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vdが 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qbを 通 じ て 当
該 画 素 PXbに 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 そ の 後 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 所 定 時 間 TCの 間 に 所 定 の 負 極 性 デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 。
し か し 、 い ず れ の ゲ ー ト 線 に も ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonを 印 加 し な い 。 こ こ で 、 所 定 時 間 TCは
１ 水 平 周 期 と 同 一 で あ っ て も よ く 、 こ れ と 異 な っ て も よ い 。 ま た 、 所 定 の 負 極 性 デ ー タ 電
圧 は 第 ４ 画 素 行 の 副 画 素 PXaに 印 加 さ れ る 正 規 映 像 デ ー タ Naに 対 す る 負 極 性 デ ー タ 電 圧 に
基 づ い て 決 め ら れ て も よ く 、 一 定 の 値 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 こ の よ う な 方 式 で ３ 画 素 行 ご と に ６ 水 平 周 期 の 間 に 正 規 映 像 デ ー タ Na、 Nbに 対 応 す る デ
ー タ 電 圧 Vdを 当 該 副 画 素 PXa、 PXbに 印 加 し 、 １ 水 平 周 期 の 間 に イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対
応 す る デ ー タ 電 圧 Vdを 当 該 副 画 素 PXbに 印 加 し 、 所 定 時 間 TCの 間 に 直 前 デ ー タ 電 圧 Vdの 極
性 と 異 な る 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 印 加 し て 先 充 電 す る 。 １ つ の フ レ ー ム の 間 に 全 て の 副 画 素
PXaに 正 規 映 像 デ ー タ Naに 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vdを 印 加 し 、 全 て の 副 画 素 PXbに 正 規 映 像 デ
ー タ Nb及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vdを １ 回 ず つ 印 加 し て 、 １ つ の フ
レ ー ム の 正 規 映 像 及 び イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 そ の 結 果 、 図 １ ２ に 示 し た よ う に 、 副 画 素 PXa、 PXbに は 正 極 性 と 負 極 性 の 画 素 電 圧 Vpが
３ 画 素 行 ご と に 交 互 に 充 電 さ れ 、 極 性 が 変 わ る 時 、 所 定 時 間 TCの 間 に 次 に 変 わ る 極 性 を 有
す る 所 定 の デ ー タ 電 圧 で デ ー タ 線 DLを 先 充 電 す る の で 、 画 素 電 圧 Vpの 充 電 率 が 高 ま る 。
　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 の 多 く の 特 徴 が 図 １ ２ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 に
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も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 次 に 、 図 ９ に 示 し た 画 素 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 表 示 す る た め の 他
の 駆 動 方 法 に つ い て 図 １ ３ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ ３ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 の 他 の 例 を 示 し た タ イ ミ ン
グ 図 で あ る 。
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 入 力 映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ を 副 画 素 PXa、 PXbに 対 す る 正 規 映 像 デ ー タ
に 変 換 す る が 、 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ は 別 途 に 作 ら な い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ は ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXbに 対 す る 階 調 電 圧 集 合 を 別 に 作 り 、 こ れ
を 交 互 に デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 提 供 し た り 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ で こ れ を 交 互 に 選 択 す る
。
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 図 ５ ～ 図 ７ を 参 照 し て 既 に 説 明 し た よ う に 、 一 定 の 時 間 の 間 に
デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ の 全 て の 出 力 端 子 を 内 部 で 互 い に 接 続 す る チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 機 能
を 有 し て い る 。 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ か ら の デ ー タ 電 圧 の う ち の そ の 半 分 が 正 極 性 で 、 残 り
半 分 は 負 極 性 で あ れ ば 、 全 体 デ ー タ 線 DLの う ち の 半 分 は 正 極 性 の デ ー タ 電 圧 が 充 電 さ れ 、
残 り 半 分 は 負 極 性 の デ ー タ 電 圧 が 充 電 さ れ る 。 し た が っ て 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ が 全 て の
出 力 端 子 を 接 続 す れ ば 、 デ ー タ 線 DLの 電 荷 が 互 い に 再 配 列 さ れ な が ら 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０
０ の 出 力 端 子 に は 正 極 性 と 負 極 性 の 中 間 値 で あ る ほ ぼ 共 通 電 圧 Vcomの レ ベ ル を 有 す る 電 荷
共 有 電 圧 Ｉ が か か る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 電 荷 を 共 有 す る 状 態 で ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonを 所 定 画 素 行 の 副 画 素 P
Xbに 印 加 し て 、 電 荷 共 有 電 圧 Ｉ が 所 定 画 素 行 の 副 画 素 PXbに 印 加 さ れ る よ う に す る 。 電 荷
共 有 電 圧 Ｉ は イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 と し て 使 用 さ れ る 。
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 １ Ｈ 区 間 は ロ ー ド 信 号 LOADが ロ ー レ ベ ル で あ る デ ー タ 電 圧 出 力 区
間 と ハ イ レ バ ル で あ る チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 区 間 に 分 け ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら １ つ の 画 素 行 の 正 規 映 像 デ ー タ を 受 信 し 、
デ ー タ 電 圧 出 力 区 間 の う ち の 前 半 部 で 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら の 副 画 素 PXaに 対 す る 階
調 電 圧 集 合 か ら 正 規 映 像 デ ー タ に 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し て デ ー タ 電 圧 Naと し て デ ー タ
線 DLに 印 加 す る 。
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 副 画 素 PXaに 接 続 さ れ て い る ゲ ー ト 線 GLaに ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonを
印 加 し て 、 デ ー タ 線 DLに 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 Naを 当 該 副 画 素 PXaに 印 加 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 そ し て 、 デ ー タ 電 圧 出 力 区 間 の 後 半 部 で 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ が 副 画 素 PXbに 対 す る 階
調 電 圧 集 合 を デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 提 供 す る よ う に 構 成 で き 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ が こ れ
を 選 択 す る こ と に よ っ て 副 画 素 PXbに 対 す る デ ー タ 電 圧 Nbを デ ー タ 線 DLに 印 加 す る よ う に
構 成 す る 。
　 再 び 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 副 画 素 PXbに 接 続 さ れ て い る ゲ ー ト 線 GLbに ゲ ー ト オ ン 電 圧
Vonを 印 加 し て デ ー タ 線 DLに 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 Nbを 当 該 副 画 素 PXbに 印 加 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 そ の 後 、 ロ ー ド 信 号 LOADが ハ イ レ バ ル に な れ ば 、 チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 区 間 が 始 ま り 、
デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 全 体 デ ー タ 線 DLの 電 荷 を 共 有 し 、 そ の 結 果 、 電 荷 共 有 電 圧 Ｉ が デ ー
タ 線 DLに か か る 。
　 こ れ と 同 時 に 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 所 定 の 画 素 行 （ 例 え ば 、 ｋ 番 目 画 素 行 ） の 副 画 素
PXbに 接 続 さ れ て い る ゲ ー ト 線 GLbに ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonを 印 加 し て 当 該 副 画 素 PXbに 電 荷 共
有 電 圧 Ｉ を 印 加 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 １ 水 平 周 期 を 単 位 と し て こ の よ う な 過 程 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 全 て の 副 画 素 PXa、 P
Xbに 正 規 映 像 及 び 電 荷 共 有 電 圧 Ｉ に よ る イ ン パ ル シ ブ 映 像 を １ つ の フ レ ー ム の 間 に 表 示 す
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る 。
　 図 １ ３ に 示 し た よ う に 、 複 数 の 水 平 周 期 の 間 に １ つ の 画 素 行 の 副 画 素 PXbに 電 荷 共 有 電
圧 Ｉ を 印 加 し た り 、 複 数 の 画 素 行 の 副 画 素 PXbに 電 荷 共 有 電 圧 Ｉ を 同 時 に 印 加 し た り す る
こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 電 荷 共 有 区 間 が 短 く て も 電 荷 共 有 電 圧 Ｉ を 副 画 素 PXbに 十 分 に
充 電 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 デ ー タ 電 圧 出 力 区 間 で 副 画 素 PXa、 PXbに デ ー タ 電 圧 Na、 Nbを 各 々 印 加 す る 区 間 の 長 さ は
互 い に 同 一 で な く て も よ い 。
　 こ の よ う に 本 実 施 例 に よ れ ば 、 別 途 の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ を 生 成 せ ず デ ー タ 駆 動 部 ５ ０
０ の 出 力 端 子 で 電 荷 共 有 を 通 じ て イ ン パ ル シ ブ 映 像 の た め の 電 圧 を 供 給 す る の で 、 信 号 制
御 部 ６ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ の 動 作 が 簡 単 で 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ が 別 途 の 階 調
電 圧 集 合 を 作 る 必 要 が な い 。 ま た 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 行 反 転 ま た は 点 反 転 で あ る 場 合 、
デ ー タ 線 DLが 共 通 電 圧 Vonレ ベ ル に 十 分 に 充 電 さ れ て い る の で 、 画 素 電 圧 の 充 電 率 も 高 め
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 の 多 く の 特 徴 が 図 １ ３ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 に
も 適 用 で き る 。
　 以 下 で は 図 ８ に 示 し た ２ つ の 副 画 素 が 互 い に 同 一 の 時 間 に 互 い に 異 な る デ ー タ 線 を 通 じ
て 別 個 の デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 １
４ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 図 １ ４ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ
る 。
　 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 複 数 の ゲ ー ト 線 GL、 複 数 対 の デ ー
タ 線 DLa、 DLb及 び 複 数 の 維 持 電 極 線 SLを 含 む 信 号 線 と 、 こ れ に 接 続 さ れ た 複 数 の 画 素 PXを
含 む 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 各 画 素 PXは 一 対 の 副 画 素 PXc、 PXdを 含 み 、 各 副 画 素 PXc/PXdは 各 々 当 該 ゲ ー ト 線 GL及 び
デ ー タ 線 DLa/DLbに 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qc/Qdと 、 こ れ に 接 続 さ れ た 液 晶 キ ャ
パ シ タ Ｃ L C ｃ /Ｃ L C ｄ 、 そ し て ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qc/Qd及 び 維 持 電 極 線 SLに 接 続 さ れ て い る
ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T ｃ /Ｃ S T ｄ を 含 む 。
　 各 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qc/Qdも ま た 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 備 え ら れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ な ど の ３ 端 子 素 子 で 、 そ の 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 GLと 接 続 さ れ て お り 、 入 力 端 子 は デ ー タ
線 DLa/DLbと 接 続 さ れ て お り 、 出 力 端 子 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｃ /Ｃ L C ｄ 及 び ス ト レ ー ジ キ
ャ パ シ タ Ｃ S T ｃ /Ｃ S T ｄ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｃ 、 Ｃ L C ｄ と ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T ｃ 、 Ｃ S T ｄ な ど に つ い て は
前 述 し た た め に 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
　 次 に 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 に 対 し て 図 １ ５ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ ５ は 図 １ ４ に 示 し た 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ
る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 １ ４ に 示 し た 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 で は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ が １ つ の 画 素 行 の 入 力
映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ を 受 信 し て 副 画 素 PXaに 対 す る 正 規 映 像 デ ー タ Naと 副 画 素 PXbに 対 す る
正 規 映 像 デ ー タ Nbを 含 む 出 力 映 像 信 号 DATに 変 換 し た り 、 副 画 素 PXaに 対 す る 正 規 映 像 デ ー
タ Naと 副 画 素 PXbに 対 す る イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ を 含 む 出 力 映 像 信 号 DATに 変 換 し て デ ー タ
駆 動 部 ５ ０ ０ に 伝 送 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は １ つ の 画 素 行 の 出 力 映 像 信 号 DATを 受 信 し 、 各 出 力 映 像 信 号 DATに
対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 す る こ と に よ っ て 出 力 映 像 信 号 DATを ア ナ ロ グ デ ー タ 電 圧 Vda、 Vd
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bに 変 換 し た 後 、 こ れ を 当 該 デ ー タ 線 DLa、 DLbに 各 々 印 加 す る 。
　 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ で １ つ の 階 調 電 圧 集 合 を 作 っ て 、 正 規 映 像 デ ー タ Na、 Nbを 互 い に
異 な ら せ て 各 画 素 PXa、 PXbに 互 い に 異 な る 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る 。 ２ つ の 副 画 素 PX
a、 PXbの 合 成 ガ ン マ 曲 線 が 正 面 で の 基 準 ガ ン マ 曲 線 に 近 く 映 像 信 号 を 補 正 し た り 、 階 調 電
圧 集 合 を 作 っ た り す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 正 面 で の 合 成 ガ ン マ 曲 線 は 、 こ の 液 晶 表
示 板 組 立 体 に 最 も 適 す る よ う に 決 め ら れ た 正 面 で の 基 準 ガ ン マ 曲 線 と 一 致 さ せ 、 側 面 で の
合 成 ガ ン マ 曲 線 が 正 面 で の 基 準 ガ ン マ 曲 線 と 最 も 近 く な る よ う に す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 １ ５ に 示 し た よ う に 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 第 １ 番 目 画 素 行 の 各 副 画 素 PXa、 PXbに 対
す る 正 規 映 像 デ ー タ Na、 Nbに 各 々 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vda、 Vdbを 当 該 デ ー タ 線 DLa、 DLbに
各 々 印 加 す る 。
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 第 １ 番 目 画 素 行 の 副 画 素 PXa、 PXbに 接 続 さ れ て い る ゲ ー ト 線 GLに
ゲ ー ト 信 号 ｇ 1 を 印 加 し て 、 こ の ゲ ー ト 線 GLに 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa、 Qbを
同 時 に 導 通 さ せ る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 DLa、 DLbに 各 々 印 加 さ れ て い る デ ー タ 電 圧 Vda、 V
dbが 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa、 Qbを 通 じ て 当 該 副 画 素 PXa、 PXbに 各 々 印 加 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 そ し て 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は ｋ 番 目 画 素 行 の 各 副 画 素 PXa、 PXbに 対 す る 正 規 映 像 デ ー
タ Na及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 各 々 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vda、 Vdbを 当 該 デ ー タ 線 DLa、 D
Lbに 各 々 印 加 す る 。
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は ｋ 番 目 画 素 行 の 副 画 素 PXa、 PXbに 接 続 さ れ て い る ゲ ー ト 線 GLに ゲ
ー ト 信 号 ｇ k を 印 加 し て 、 こ の ゲ ー ト 線 GLに 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa、 Qbを 同
時 に 導 通 さ せ る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 DLa、 DLbに 各 々 印 加 さ れ て い る デ ー タ 電 圧 Vda、 Vdb
が 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa、 Qbを 通 じ て 当 該 副 画 素 PXa、 PXbに 各 々 印 加 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の よ う な 方 式 で 、 １ 水 平 周 期 ご と に 交 互 に １ つ の 画 素 行 の 副 画 素 PXa、 PXbに は 正 規 映
像 デ ー タ Na、 Nbに 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vda、 Vdbを 各 々 印 加 し 、 他 の １ つ の 画 素 行 の 副 画 素
PXa、 PXbに は 正 規 映 像 デ ー タ Naと イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 各 々 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vda、 V
dbを 各 々 印 加 す る 。 １ つ の フ レ ー ム の 間 に 全 て の 副 画 素 PXaに 正 規 映 像 デ ー タ Naに 対 応 す
る デ ー タ 電 圧 Vdaを 印 加 し 、 全 て の 副 画 素 PXbに 正 規 映 像 デ ー タ Nb及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ
Ｉ に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vdaを １ 回 ず つ 印 加 し て １ つ の フ レ ー ム の 正 規 映 像 及 び イ ン パ ル
シ ブ 映 像 を 表 示 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 ９ ～ 図 １ １ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 の 多 く の 特 徴 が 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ に 示 し た 液 晶 表 示
装 置 に も 適 用 で き る 。
　 以 下 で は 図 ８ に 示 し た ２ つ の 副 画 素 の う ち の １ つ の 副 画 素 の み ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 通 じ
て デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け て 、 他 の １ つ の 副 画 素 は 容 量 性 結 合 さ れ て い る 本 発 明 の 他 の 実
施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 １ ６ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 １ ６ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ
る 。
　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 複 数 の ゲ ー ト 線 GLと 複 数 の デ ー タ
線 DLを 含 む 信 号 線 と 、 こ れ に 接 続 さ れ て い る 複 数 の 画 素 PXを 含 む 。
　 各 画 素 PXは 一 対 の 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 PXe、 PXfと ２ つ の 副 画 素 PXe、 PXfと の 間 に 接 続 さ
れ て い る 結 合 キ ャ パ シ タ Ccpを 含 む 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 第 １ 副 画 素 PXeは 当 該 ゲ ー ト 線 GL及 び デ ー タ 線 DLに 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ
と 、 こ れ に 接 続 さ れ た 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｅ 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T を 含 み 、
第 ２ 副 画 素 PXfは 結 合 キ ャ パ シ タ Ccpと 接 続 さ れ て い る 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｆ を 含 む 。
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ は ま た 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 設 け ら れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど の
３ 端 子 素 子 で 、 そ の 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 GLと 接 続 さ れ て お り 、 入 力 端 子 は デ ー タ 線 DLと 接
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続 さ れ て お り 、 出 力 端 子 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｅ 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T ｅ 及 び 結 合
キ ャ パ シ タ Ccpと 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ は ゲ ー ト 線 GLか ら の ゲ ー ト 信 号 に よ っ て デ ー タ 線 DLか ら の デ ー タ 電
圧 を 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｅ 及 び 結 合 キ ャ パ シ タ Ccpに 印 加 し 、 結 合 キ ャ パ シ タ Ccpは こ
の 電 圧 の 大 き さ を 変 え て 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｆ に 伝 達 す る 。
　 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T ｅ に 共 通 電 圧 Vcomが 印 加 さ れ 、 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｅ 、 Ｃ S T ｅ 、
Ｃ L C ｆ 、 Ｃ ｃ ｐ と 、 そ の 静 電 容 量 を 同 一 図 面 符 号 で 示 す と 、 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｅ に
充 電 さ れ た 電 圧 Veと 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｆ に 充 電 さ れ た 電 圧 Vfは 次 の よ う な 関 係 を 有
す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 Ｖ ｆ =Ｖ ｅ × （ Ｃ ｃ ｐ /（ Ｃ ｃ ｐ ＋ Ｃ L C ｆ ） ）
　 Ｃ ｃ ｐ /（ Ｃ ｃ ｐ +Ｃ L C ｆ ） の 値 が １ よ り 小 さ い た め に 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｆ に 充 電
さ れ た 電 圧 Vfは 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｅ に 充 電 さ れ た 電 圧 Veに 比 べ て 常 に 小 さ い 。 こ の
関 係 は ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ S T ｅ に 印 加 さ れ た 電 圧 が 共 通 電 圧 Vcomで な く て も 同 様 に 成
立 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｅ の 電 圧 Veと 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ L C ｆ の 電 圧 Vfの 適 正 な 比 率
は 結 合 キ ャ パ シ タ Ccpの 静 電 容 量 を 調 節 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 。
　 次 に 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 に つ い て 図 １ ７ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ ７ は 図 １ ６ に 示 し た 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ
る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 図 １ ６ に 示 し た 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 で は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ が １ つ の 画 素 行 の 入 力
映 像 信 号 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ を 受 信 し て 正 規 映 像 デ ー タ Ｎ ま た は イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ か ら な る 出
力 映 像 信 号 DATに 変 換 し て デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 伝 送 す る 。
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は １ つ の 画 素 行 の 出 力 映 像 信 号 DATを 受 信 し 、 各 出 力 映 像 信 号 DATに
対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 す る こ と に よ っ て 出 力 映 像 信 号 DATを ア ナ ロ グ デ ー タ 電 圧 Vdに 変
換 し た 後 、 こ れ を 当 該 デ ー タ 線 DLに 印 加 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 １ ７ に 示 し た よ う に 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 第 １ 番 目 画 素 行 の 正 規 映 像 デ ー タ Ｎ に 対
応 す る デ ー タ 電 圧 Vdを 当 該 デ ー タ 線 DLに 印 加 す る 。
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 第 １ 番 目 画 素 行 の ゲ ー ト 線 GLに ゲ ー ト 信 号 ｇ 1 を 印 加 し て 、 こ の
ゲ ー ト 線 GLに 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ を 導 通 さ せ る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 DLに
印 加 さ れ て い る デ ー タ 電 圧 Vdが 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ を 通 じ て 当 該 副 画 素 PXaに 印
加 さ れ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 そ し て 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は ｋ 番 目 画 素 行 の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対 応 す る デ ー タ
電 圧 Vdを 当 該 デ ー タ 線 DLに 印 加 す る 。
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は ｋ 番 目 画 素 行 の ゲ ー ト 線 GLに ゲ ー ト 信 号 ｇ k を 印 加 し て 、 こ の ゲ
ー ト 線 GLに 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ を 導 通 さ せ る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 DLに 印
加 さ れ て い る デ ー タ 電 圧 Vdが 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｑ を 通 じ て 当 該 副 画 素 PXaに 印 加
さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 方 式 で 、 １ 水 平 周 期 ご と に 交 互 に １ つ の 画 素 行 の 副 画 素 PXaに は 正 規 映 像 デ
ー タ Ｎ に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vdを 印 加 し 、 他 の １ つ の 画 素 行 の 副 画 素 PXaに は イ ン パ ル シ
ブ デ ー タ Ｉ に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vdを 印 加 す る 。 １ つ の フ レ ー ム の 間 に 全 て の 副 画 素 PXa
に 正 規 映 像 デ ー タ Ｎ 及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ Ｉ に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 Vdを １ 回 ず つ 印 加 し
て １ つ の フ レ ー ム の 正 規 映 像 及 び イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 表 示 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
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　 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 の 多 く の 特 徴 が 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ に 示 し た 液 晶
表 示 装 置 に も 適 用 で き る 。
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 画 素 行 に イ ン パ ル シ ブ 映 像 を 同 時 に 表 示 す る こ と に よ っ て イ ン
パ ル シ ブ 映 像 を 表 示 す る た め の 駆 動 時 間 を 相 対 的 に 減 ら す こ と が で き る の で 、 画 素 電 圧 の
充 電 率 を 高 め る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 充 電 率 不 足 に よ る フ リ ッ カ ー 発 生 を 最 小 化 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 イ ン パ ル シ ブ 映 像 を １ つ の 副 画 素 に 表 示 し 、 他 の 副 画 素 に 正 規 映 像 を
表 示 す る こ と に よ っ て ブ ラ リ ン グ を 防 止 し な が ら 、 輝 度 低 下 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 は こ れ に
限 定 さ れ ず 、 請 求 範 囲 で 定 の し て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用 し た 当 業 者 の 多 様 な 変 形 及
び 改 良 形 態 も ま た 本 発 明 の 権 利 範 囲 に 属 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 し た 駆 動 信 号 に よ っ て 表 示 さ れ る 画 像 を １ フ レ ー ム の 間 に 表 示 し た 概 略
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る デ ー タ 駆 動 部 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 し た チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 部 の 回 路 図 に 対 す る 一 例 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に よ る チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 時 、 ロ ー ド 信 号 、 ゲ ー ト ク ロ
ッ ク 信 号 、 反 転 信 号 に よ っ て 任 意 の 一 つ の デ ー タ 線 を 流 れ る 電 圧 に 対 す る 波 形 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ２ つ の 副 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 し た 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 し た 駆 動 信 号 に よ っ て 表 示 さ れ る 画 像 を １ フ レ ー ム の 間 に 表 示 し た
概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 の 他 の 例 を 示 し た タ イ ミ ン
グ 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 の 他 の 例 を 示 し た タ イ ミ ン
グ 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ
る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ に 示 し た 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ
る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ
る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ に 示 し た 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 信 号 を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ６ 】
３ 　 液 晶 層
１ ０ ０ 　 下 部 表 示 板
１ ９ １ 　 画 素 電 極
２ ０ ０ 　 上 部 表 示 板
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２ ３ ０ 、 Ｃ Ｆ 　 色 フ ィ ル タ ー
２ ７ ０ 　 共 通 電 極
３ ０ ０ 　  液 晶 表 示 板 組 立 体
４ ０ ０ 　 ゲ ー ト 駆 動 部
５ ０ ０ 　 デ ー タ 駆 動 部
５ １ ０ 　 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部
５ ２ ０ 　 ラ ッ チ
５ ３ ０ 　 デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 機
５ ４ ０ 　 バ ッ フ ァ ー
５ ５ ０ 　 チ ャ ー ジ シ ェ ア リ ン グ 部
６ ０ ０ 　 信 号 制 御 部
８ ０ ０ 　 階 調 電 圧 生 成 部
Ｇ ｉ 　 ゲ ー ト 線
Ｄ ｊ 　    デ ー タ 線
Ｃ L C 　  液 晶 キ ャ パ シ タ
Ｃ S T 　 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ
Ｃ Ｅ 　 共 通 電 極
Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ １ 　 ゲ ー ト 制 御 信 号
Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ２ 　 デ ー タ 制 御 信 号
Ｃ Ｐ Ｖ 　 ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号
Ｃ Ｒ 、 Ｃ Ｓ 　 キ ャ リ ー 信 号
Ｄ Ａ Ｔ 　 映 像 信 号
Ｄ Ｅ 　 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号
Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ 　 デ ー タ 線 の 電 圧
Ｈ Ｃ Ｌ Ｋ 　 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号
Ｈ ｓ ｙ ｎ ｃ 　 水 平 同 期 信 号
Ｉ 　 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧
Ｌ Ｏ Ａ Ｄ 　 ロ ー ド 信 号
Ｍ Ｃ Ｌ Ｋ 　 メ イ ン ク ロ ッ ク 信 号
Ｎ 　 正 規 映 像 デ ー タ 電 圧
Ｎ ａ 、 Ｎ ｂ 　 正 規 映 像 デ ー タ
Ｏ Ｅ 　 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号
Ｏ Ｉ Ｅ 　 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 波 形
Ｏ Ｅ Ｎ 　 正 規 映 像 デ ー タ 用 波 形
Ｐ １ 　 正 規 映 像 デ ー タ 用 パ ル ス
Ｐ ２ イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 パ ル ス
Ｐ Ｅ 　 画 素 電 極
Ｐ Ｅ ａ 、 Ｐ Ｅ ｂ 　 副 画 素 電 極
Ｐ Ｘ 　 画 素
Ｐ Ｘ ａ 、 Ｐ Ｘ ｂ 　 副 画 素
Ｑ 　 ス イ ッ チ ン グ 素 子
Ｒ Ｖ Ｓ 　 反 転 信 号
Ｓ Ｌ 　 維 持 電 極 線
Ｓ Ｔ Ｖ 　 走 査 開 始 信 号
Ｖ ｃ ｏ ｍ 　 共 通 電 圧
Ｖ ｄ 　 ア ナ ロ グ デ ー タ 電 圧
Ｖ ｅ 　 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ ー の 電 圧
Ｖ ｆ 　 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ ー の 電 圧
Ｖ ｇ 　 ゲ ー ト 信 号
Ｖ ｇ ｍ 　 階 調 電 圧
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Ｖ ｏ ｎ 　 ゲ ー ト オ ン 電 圧
Ｖ ｏ ｆ ｆ 　 ゲ ー ト オ フ 電 圧
Ｖ ｓ ｙ ｎ ｃ 　 垂 直 同 期 信 号

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示器及其驱动方法，其通过在最小化亮度降低和闪烁的同时防止图像模糊来改善横向可视性。 
ŽSOLUTION：液晶显示器包括;多条栅极线;多条数据线;多个像素包括第一和第二子像素电极;栅极驱动器，用于向栅极线施加栅极
导通电压;数据驱动器，用于将第一和第二正常图像数据电压和脉冲数据电压施加到数据线。分别施加到第一子像素电极和第二子像
素电极的第一和第二正常图像数据电压彼此不同并且从一个图像信息获得，并且脉冲数据电压被施加到第一个图像信息中的任何一
个和第二子像素电极。 Ž
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